
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

埼経協ニュース415号

令
和
二
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一
月

九
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七
時
ま

で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ

た
。当

日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な

ら
び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
四
〇
名
で

あ
っ
た
。

特
別
講
演
は
開
成
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長

東
京
大
学
名
誉
教
授
工
学
博

士

柳
沢
幸
雄
氏
が
「
今
の
日
本
に
ど

の
よ
う
な
人
材
が
必
要
か
」
と
題
し
て

講
演
。
今
の
日
本
に
必
要
な
の
は
、
自

己
を
肯
定
し
自
信
を
持
っ
て
い
る
人
材
。

自
主
的
、
自
律
的
に
企
画
、
実
行
し
、

結
果
を
自
ら
の
責
任
で
考
え
る
と
い
う

教
育
を
受
け
る
か
、
あ
る
い
は
経
験
を

す
れ
ば
、
諸
外
国
の
若
者
の
よ
う
な
高

い
自
己
肯
定
感
と
い
う
自
信
を
持
つ
若

者
が
育
つ
。
そ
の
た
め
に
は
日
本
の
国

力
の
衰
え
を
あ
か
ら
さ
ま
に
伝
え
、
大

人
世
代
が
国
力
回
復
の
処
方
箋
を
明
確

に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
。
歴
史
が
教

え
る
と
こ
ろ
で
は
、
家
貧
し
く
て
孝
子

出
ず
で
な
い
か
と
、
話
を
結
ば
れ
ま
し

た
。当

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

石
井
進
会
長

（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
知
事

大
野

元
裕
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

木
塚

欽
也
氏

連
合
埼
玉
会
長

近
藤

嘉
氏

来
賓
ご
紹
介

事
務
局
報
告

特
別
講
演

演
題

「
今
の
日
本
に
ど
の
よ
う
な
人

材
が
必
要
か
」

講
師

開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

東
京
大
学
名
誉
教
授
工
学
博
士

柳
沢

幸
雄
氏

【
第
二
部
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

徳
渕

良
孝
副
会
長

（
日
本
信
号
㈱
取
締
役
副
社
長
）

来
賓
祝
辞

前
埼
玉
県
知
事
・
参
議
院
議
員

上
田

清
司
氏

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

乾
杯埼

玉
大
学
学
長

山
口

宏
樹
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

清
水

淳
副
会
長

（
東
京
ガ
ス
㈱
埼
玉
支
社
長
）

令令
和和
二二
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会

三三
四四
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「
今
の
日
本
に
ど
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
か
」と
題
し
て

開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

東
京
大
学
名
誉
教
授
工
学
博
士
柳
沢
幸
雄
氏
が
講
演

新年会員懇談会

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’20 月号

日本経団連 埼玉

来賓挨拶 近藤嘉連合埼玉会長 来賓挨拶 木塚欽也埼玉労働局長 来賓挨拶 大野元裕埼玉県知事 開会挨拶をする石井進会長
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頁

�
令
和
二
年
新
年
会
員
懇
談
会

一

�
第
十
八
回
渋
沢
栄
一
賞
、
第
九
回
渋
沢

栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
表
彰
式

三

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

二
〇
二
〇
表
彰
式

四

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

五

�
秋
季
中
部
地
区
協
議
会（
西
部
・
南
部
）六

�
春
季
地
区
協
議
会
（
南
部
・
西
部
・
中

部
・
北
部
）

七

�
ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

八

�
第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

九

�
第
三
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
一

�
四
半
期
企
業
経
営
動
向
調
査

十
二

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
四

�
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
五

�
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
五

�
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
六

�
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
六

�
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
七

�
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
会
計
セ
ミ
ナ
ー十

七

�
第
十
六
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム十

七

�
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
八

�
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
八

�
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
八

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

十
九

�
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・
教
員

に
よ
る
四
者
面
談
会

十
九

�
青
年
経
営
者
部
会
十
二
月
例
会
二
十

�
青
年
経
営
者
部
会
千
葉
・
茨
城
・
埼
玉

合
同
例
会

二
十

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
一

�
特
別
調
査

二
二

�
事
業
だ
よ
り

二
四

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
四

来
賓
祝
辞

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

来
賓
祝
辞

前
埼
玉
県
知
事
・
参
議
院
議
員

上
田
清
司
氏

開
宴
挨
拶

徳
渕
良
孝
副
会
長

乾
杯
挨
拶

山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
学
長

埼
玉
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の

メ
ン
バ
ー
を
紹
介

閉
宴
挨
拶

清
水
淳
副
会
長

Ｐ
Ｒ
を
行
う

臼
田
和
弘
青
年
経
営
者
部
会
部
会
長

講
演
す
る
柳
沢
幸
雄
氏

特 別 講 演

懇親パーティーの部

講
演
風
景

懇談風景
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ダウンロードはこちら

二
月
五
日
㈬
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
国

際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出
身
の

実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継

ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ
る

「
第
十
八
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、関
彰
商
事
株
式
会
社（
茨

城
県
筑
西
市
）
代
表
取
締
役
会
長

関

正
夫
氏
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
北
海
道
札
幌
市
）
代
表
取

締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

似
鳥
昭
雄
氏
が

渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞
し
た
。
併
せ
て
、

新
た
な
事
業
展
開
や
新
技
術
開
発
で
飛

躍
を
目
指
す
県
内
中
小
企
業
に
贈
ら
れ

る「
第
九
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
」

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
株
式
会
社

SA
M
URA

I
TRA

DING

（
桶
川
市
）

代
表
取
締
役
櫻
井
裕
也
氏
に
贈
ら
れ
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長
の
講
評
の

後
、
大
野
元
裕
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

○
渋
沢
栄
一
賞

■
関
正
夫
氏
（
関
彰
商
事
株
式
会
社
代

表
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
総
合
商
社
。
一
九
〇
八
年
創
業
、
従

業
員
数
二
三
五
三
名
。

◇
優
れ
た
経
営

・
1
9
6
4
年
の
社
長
就
任
以
降
、
石

油
製
品
販
売
業
か
ら
事
業
領
域
を
拡

大
し
、
総
合
商
社
と
し
て
成
長
。

・
茨
城
県
を
中
心
に
2
5
0
拠
点
、
グ

ル
ー
プ
企
業
20
社
、
グ
ル
ー
プ
売
上

高
一
七
八
〇
億
円
に
の
ぼ
る
事
業
を

確
立
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
関
彰
育
英
会
を
設
立
し
、
給
付
型
奨

学
金
に
よ
り
学
費
援
助
を
実
施
、
こ

れ
ま
で
1
5
0
人
以
上
の
奨
学
生
に

1
・
5
億
円
を
支
給
。

・
セ
キ
シ
ョ
ウ
ふ
れ
あ
い
基
金
を
設
立

し
、
身
近
な
社
会
福
祉
活
動
を
支
援
、

こ
れ
ま
で
の
寄
付
総
額
は
約
8
0
0

0
万
円
。

・
ス
ポ
ー
ツ
、
科
学
、
芸
術
振
興
等
に

も
貢
献
活
動
を
実
施

■
似
鳥
昭
雄
氏
（
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

◇
会
社
概
要

・
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
小
売
業
。

一
九
六
七
年
創
業
、
従
業
員
数
二
七

五
〇
六
名
。

◇
優
れ
た
経
営

・
創
業
者
と
し
て
、
関
連
会
社
は
国
内

外
に
19
社
、
6
0
0
店
舗
を
有
す
る

日
本
を
代
表
す
る
企
業
に
成
長
。

・
グ
ル
ー
プ
売
上
六
〇
八
一
億
円
、
経

常
利
益
一
〇
三
〇
億
円
で
、
32
期
連

続
の
増
収
増
益
を
達
成
中
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
個
人
保
有
株
式
を
寄
付
し
似
鳥
国
際

奨
学
財
団
を
設
立
、
40
の
国
と
地
域

の
延
べ
五
七
〇
〇
人
に
給
付
型
奨
学

金
を
累
計
27
・
9
億
円
支
給
。

・
北
海
道
応
援
基
金
や
似
鳥
文
化
財
団

を
設
立
し
、
文
化
・
伝
統
、
環
境
保

護
等
、
延
べ
一
二
〇
〇
を
超
え
る
団

体
の
活
動
を
支
援
。

・
災
害
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
支
援
活
動
も
実
施
。

○
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞

■
株
式
会
社SAM

URAI
TRADING

代
表
取
締

役

櫻
井
裕
也
氏

◇
受
賞
内
容

卵
殻
を
利
用
し
た
パ
ル
プ

代
替
と
Ｃ
Ｏ
2
削
減
モ
デ

ル

第
十
八
回
渋
沢
栄
一
賞
、
第
九
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
表
彰
式
開
催

関
正
夫
氏
、
似
鳥
昭
雄
氏
が
渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞

櫻
井
裕
也
氏
が
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
を
受
賞

講評を述べる
利根忠博本会名誉会長

主催者挨拶をする
大野元裕埼玉県知事

櫻井裕也氏（右） 似鳥昭雄氏（中央） 関正夫氏（中央）
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
2
0
2
0
表
彰
式
が
二
月
四
日

㈫
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
表
彰
式
は
、
各
校
と
企
業
・
団
体

が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
的
と

す
る
取
組
み
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た

実
践
に
対
し
て
、
支
援
す
る
企
業
及
び

団
体
と
学
校
双
方
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、

本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
今
回
で
七
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
は
県
教
育
委
員
会
教
育
長

小

松
弥
生
氏
、
県
立
学
校
部
長

渡
邉
亮

氏
、
本
会

石
井
進
会
長

他
、
企
業

関
係
者
並
び
に
学
校
関
係
者
総
勢
四
〇

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
応
募
校
種
を
小
学
校
及

び
中
学
校
に
も
広
げ
て
募
集
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
十
七
校
十
六
の
取
り
組
み
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
特
に
優

れ
た
実
践
を
行
っ
た
七
校
を
表
彰
い
た

し
ま
し
た
。

各
賞
は
以
下
の
通
り
で
す
。

最
優
秀
賞
（
一
組
）

○
竹
あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
地
域
を

照
ら
し
、
心
も
照
ら
す

・
小
鹿
野
高
等
学
校

・
小
鹿
野
町
お
も
て
な
し
課

・
小
鹿
野
町
観
光
協
会
ち
ょ
こ
っ
と
も

て
な
し
課

※
内
容
�
小
鹿
野
町
役
場
に
展
示
さ
れ

て
い
た
「
竹
あ
か
り
」
と
い
う
ア
ー

ト
作
品
に
強
い
魅
力
を
感
じ
、「
竹

あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

地
域
お
こ
し
を
目
指
し
た
取
組
。

優
秀
賞
（
一
組
）

○
町
の
和
菓
子
屋
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
和

菓
子
を
通
し
て
、
働
く
喜
び
と
日
本

の
伝
統
文
化
を
実
感

・
杉
戸
町
立
西
小
学
校

・
御
菓
子
司
い
の
う
え

※
内
容
�
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活

用
し
、
修
学
旅
行
で
は
、
鎌
倉

彫
、
坐
禅
、
茶
道
、
写
経
な
ど

を
体
験
し
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果

を
踏
ま
え
、
地
元
の
和
菓
子
店

と
連
携
し
た
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
能
力
の
育
成
を
目
指

し
た
取
組
。

奨
励
賞
（
五
組
）

○
地
域
の
魅
力
発
信
実
践
的
職
業

教
育

・
川
越
工
業
高
等
学
校

・
川
越
商
工
会
議
所
、
川
越
八
幡

宮
、
文
化
資
源
課

○
地
域
と
の
連
携
し
た
商
業
教
育
！

〜
ジ
ビ
エ
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

・
皆
野
高
等
学
校

・
皆
野
町
創
造
み
ら
い
課

○
狭
紅
茶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

エ
ピ
ソ
ー
ド
2
〜
狭
山
茶
に
新
た
な

風
を
〜

・
狭
山
工
業
高
等
学
校

・
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支
援
学
校

・
有
限
会
社
東
阜
横
田
園
、
有
限
会
社

加
藤
牧
場

○
地
域
企
業
と
連
携
し
、
自
ら
意
欲
的

に
働
き
社
会
参
加
に
努
め
る
生
徒
の

育
成

〜
か
し
の
木
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
の

実
践
〜

・
上
尾
か
し
の
木
特
別
支
援
学
校

・
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
、
株
式

会
社
ベ
ル
ク

○
通
学
・
通
勤
が
困
難
で
、
日
常
生
活

に
全
面
的
な
支
援
が
必
要
な
生
徒
の

就
労
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
向

け
た
企
業
と
学
校
と
の
様
々
な
連
携

・
蓮
田
特
別
支
援
学
校

・
Ｕ
Ｔ
ハ
ー
ト
フ
ル
株
式
会
社

埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

2
0
2
0
表
彰
式
開
催

最優秀賞
小鹿野高等学校 小鹿野町おもてなし課
小鹿野町観光協会ちょこっともてなし課

奨励賞
皆野高等学校

皆野町創造みらい課

奨励賞
蓮田特別支援学校

UTハートフル株式会社

奨励賞
川越工業高等学校

川越商工会議所・川越八幡宮・文化資源課

優秀賞
杉戸町立西小学校
御菓子司いのうえ

奨励賞
上尾かしの木特別支援学校

埼玉トヨペット株式会社・株式会社ベルク

奨励賞
狭山工業高等学校・入間わかくさ高等特別支援学校
有限会社東阜横田園・有限会社加藤牧場
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成成立立

十
二
月
二
〇
日
㈮
、
も
の
つ
く
り
大

学
と
本
会
の
共
催
、
埼
玉
県
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
後
援
の
も
と
、
令
和
元
年

度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
を

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
一
六
五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
も
の
つ
く
り
大

学
と
本
会
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動

と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
十
六
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
も
の
つ
く

り
大
学

長
谷
川

真
一
理
事
長
と
、

本
会

石
井

進
会
長
か
ら
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、「
や
れ
る
理
由
こ
そ
が
着

想
を
生
む
。
〜
は
や
ぶ
さ
2
の
新
た
な

挑
戦
そ
し
て
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら

地
球
へ
〜
」
と
題
し
て
、
国
立
研
究
開

発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
川
口

淳
一
郎
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
を
務
め
た
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ

さ
で
の
活
動
か
ら
、
は
や
ぶ
さ
2
の
新

た
な
取
り
組
み
、今
ま
で
に
な
い
発
想
・

技
術
な
ど
、
動
画
を
交
え
て
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
探
査
機

の
降
り
る
速
度
や
弾
丸
発
射
の
描
写
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア

を
取
り
入
れ
な
が
ら
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
は
や
ぶ
さ
で
は
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
は
や
ぶ
さ
2
で
実

証
で
き
た
こ
と
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
高
校
生
が
参
加
す

る
中
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
得
た
理

念
や
考
え
方
を
示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
生
む
三

つ
の
要
素
は
、
行
動
、
気
付
き
、
需
要

で
あ
る
と
説
明
し
、
新
し
い
も
の
を
創

造
す
る
に
し
て
も
、
す
で
に
多
く
の
技

術
や
製
品
が
作
ら
れ
実
用
化
さ
れ
て
い

る
。
い
つ
の
時
代
で
も
こ
れ
を
す
れ
ば

よ
い
と
い
う
も
の
は
な
く
、
高
い
目
標

を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
人
生
が
夢
を

創
る
の
で
は
な
く
、
夢
が
人
生
を
創
る

の
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
な
ペ
ー

ジ
を
開
か
な
い
と
、
よ
り
広
い
世
界
は

見
え
て
こ
な
い
。
進
ま
な
い
リ
ス
ク
の

方
が
怖
い
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
や
れ
る
理
由
を
見
つ
け
て

挑
戦
し
な
い
限
り
、
成
果
は
得
ら
れ
な

い
と
い
う
言
葉
を
我
々
に
送
っ
て
い
た

だ
き
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

令
和
元
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

「
や
れ
る
理
由
こ
そ
が
着
想
を
生
む
。
〜
は
や
ぶ
さ
２
の
新
た
な
挑

戦
そ
し
て
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
地
球
へ
〜
」
と
題
し
、

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
の
川
口

淳
一
郎
氏
が
講
演

主催者挨拶 ものつくり大学
理事長 長谷川 真一氏

主催者挨拶 埼玉県経営者協会
会長 石井 進氏

講演をする川口 淳一郎氏

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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令
和
元
年
度
秋
季
南
部
地
区
協
議
会

「
株
式
会
社
明
治

明
治
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
視
察
会
」
を
開
催

十
二
月
九
日
㈪
の
令
和
元
年
度
秋
季

西
部
地
区
協
議
会
で
は
、
日
本
光
電
工

業
株
式
会
社
総
合
技
術
開
発
セ
ン
タ
に

お
い
て
施
設
見
学
会
を
開
催
し
、
八
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
光
電
工
業
株
式
会
社
は
一
九
五

一
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
医
療
機
器
メ

ー
カ
ー
で
「
病
魔
の
克
服
と
健
康
増
進

に
先
端
技
術
で
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
に
貢
献
す
る
と
共
に
社
員
の
豊
か

な
生
活
を
創
造
す
る
」
を
経
営
理
念
と

し
て
掲
げ
、
医
用
電
子
機
器
お
よ
び
関

連
し
た
シ
ス
テ
ム
・
消
耗
品
類
の
開
発
・

製
造
・
販
売
・
保
守
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
主
な
事
業
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
医
療
に
国
境
は
な

い
」
と
い
う
考
え
の
下
、
医
療
ニ
ー
ズ

や
地
域
特
性
を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
や
地
域
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
医
療

機
器
を
世
界
一
二
〇
ヶ
国
以
上
へ
輸
出

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
会
で
は
、
革
新
的
な
医

療
機
器
を
創
造
す
る
た
め
「
夢
と
革
新

を
育
む
創
造
の
場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

二
〇
一
六
年
に
開
設
さ
れ
た
地
上
一
〇

階
建
て
の
「
総
合
技
術
開
発
セ
ン
タ
」

の
視
察
及
び
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し

た
。会

社
概
要
説
明
で
は
、
経
営
理
念
に

つ
い
て
創
業
か
ら
受
け
継
ぐ
想
い
を
、

創
業
者
の
荻
野
義
夫
氏
の
言
葉
を
使
っ

て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ

体
制
、
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、

特
に
強
み
で
あ
る
自
社
開
発
・
生
産
の

セ
ン
サ
技
術
を
利
用
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
の

医
療
機
器
市
場
と
世
界
と
の
比
較
に
つ

い
て
や
、
国
内
の
医
療
環
境
や
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
生
体
情

報
モ
ニ
タ
の
デ
モ
画
面
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操

作
方
法
な
ど
の
実
機
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
技
術
戦
略
本
部
副
本
部
長

執
行
役
員
の
瀬
尾
卓
史
氏
よ
り
総
合
技

術
開
発
セ
ン
タ
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
低
階
層
が
開
発
エ
リ
ア
、
高
階

層
が
執
務
エ
リ
ア
、
一
〇
階
に
は
食
堂

や
園
庭
が
あ
り
、
近
隣
の
西
武
第
二
ビ

ル
に
技
術
開
発
部
門
及
び
関
連
部
門
を

集
約
し
て
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
電

波
暗
室
等
の
試
験
設
備
の
機
能
を
設
け
、

新
製
品
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
競

争
力
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
技
術
戦
略
本
部
信
頼
性
セ

ン
タ
部
長
の
竹
内
俊
博
氏
の
案
内
に
よ

り
セ
ン
タ
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
一
階

の
特
殊
実
践
室
で
は
、
電
波
の
状
況
を

把
握
す
る
電
波
暗
室
や
シ
ー
ル
ド
ル
ー

ム
、
耐
水
・
耐
震
試
験
室
な
ど
の
見
学

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
二
月
十
三
日
㈮
の
令
和
元
年
度
秋

季
南
部
地
区
協
議
会
で
は
、
株
式
会
社

明
治

明
治
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
施
設
見
学
会
を
開
催
し
、

八
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
明
治
は
、
明
治
グ
ル
ー
プ

の
食
品
事
業
を
担
う
企
業
と
し
て
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
、

粉
ミ
ル
ク
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
菓
子
、

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
、
流
動
食
な
ど
幅
広
い

商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

理
念
に
、
食
と
健
康
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
と
し
て
、
常
に
一
歩
先
を
行
く

価
値
を
作
り
続
け
る
と
掲
げ
、
食
の
お

い
し
さ
・
楽
し
さ
や
、
健
康
・
安
心
へ

の
期
待
に
応
え
、
心
身
両
面
で
の
健
康

価
値
の
提
供
を
通
し
て
、
顧
客
の
生
活

充
実
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
会
で
は
、
鶴
ヶ
島
研
究

所
と
小
田
原
研
究
所
に
分
か
れ
て
い
た

乳
業
と
製
菓
の
研
究
開
発
部
門
を
集
約

し
、
食
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
明
治
じ
ゃ

な
い
と
で
き
な
い
こ
と
を
〜
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
二
〇
一
八
年
四
月
に
稼
働
を

開
始
し
た
明
治
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
視
察
及
び
意
見
交
換
等
を
行
い

ま
し
た
。

企
業
概
要
説
明
で
は
食
品
事
業
二
〇

二
六
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
コ
ア
事
業
三

（
発
酵
乳
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
栄
養
食

品
）、
成
長
事
業
三
（
チ
ー
ズ
、
業
務

用
商
品
、
フ
ロ
ー
ズ
ン
デ
ザ
ー
ト
）、

改
革
事
業
三
（
牛
乳
、
調
理
食
品
、
グ

ル
ー
プ
会
社
調
理
食
品
）
を
国
内
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
三
つ
の
領
域
に
再
定

義
し
、
更
な
る
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
強
化
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
設
立
に
際
し
て
、
ア
イ
デ
ア
が
連

続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
結
実
す
る
、

研
究
員
の
知
が
融
合
す
る
、
外
部
の
知

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
／
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト

す
る
、
働
き
が
い
の
あ
る
／
働
き
や
す

令
和
元
年
度
秋
季
西
部
地
区
協
議
会

「
日
本
光
電
工
業
株
式
会
社

総
合
技
術
開
発
セ

ン
タ
視
察
会
」
を
開
催

センタ概要説明
同技術戦略本部副本部長執行役員

瀬尾卓史氏

会社概要説明
同取締役常務執行役員

広瀬文男氏

開会の挨拶
日本光電工業㈱取締役常務執行役員

長谷川正氏

研究所概要説明
明治イノベーションセンター
研究本部研究戦略統括部研究
管理部研究管理G 横山順一氏

開会の挨拶
明治イノベーションセンター
研究本部研究戦略統括部研究

管理部長 河崎崇氏

開会の挨拶
南部地区協議会
牛窪啓詞議長
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令
和
元
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」と「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
な
ら
で
は
の
思
い
の
伝
え

方
、影
響
力
を
与
え
る
話
し
方
」の
二
テ
ー
マ
で
開
催

令
和
元
年
度
春
季
西
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
と
「
脳
の
扱
い
方
を
変
え
目
覚
ま
し
い
成

果
を
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
」
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

い
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
、
災
害
に
強
く
、
地

域
・
環
境
と
共
生
す
る
研
究
所
の
六
つ

の
設
計
方
針
を
挙
げ
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
の
各
フ
ロ

ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
説
明
が
あ
り
、
各

階
は
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
に
よ
り
色
分
け
さ

れ
、
フ
ロ
ア
を
見
渡
せ
る
オ
ー
プ
ン
な

レ
イ
ア
ウ
ト
と
中
心
に
配
置
さ
れ
た
各

階
を
つ
な
ぐ
階
段
の
周
囲
に
は
、
上
下

フ
ロ
ア
の
交
流
を
促
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
組
織

の
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
技
術
領
域
で
商

品
開
発
研
究
と
基
礎
研
究
が
融
合
す
る

配
置
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
明
治
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
研
究
棟
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

五
階
に
は
研
究
員
約
五
〇
〇
名
が
利
用

す
る
オ
ー
プ
ン
な
社
員
食
堂
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

二
階
ま
で
伸
び
る
階
段
と
吹
き
抜
け
に

よ
り
オ
ー
プ
ン
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
を
備

え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
研
究
員
の
交

流
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
フ
ロ
ア
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
一
〇
日
㈪
、
川
口
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
リ
リ
ア
大
会
議
室
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
二
〇
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
、
南
部

地
区
協
議
会
牛
窪
啓
詞
議
長（
株
式

会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役
会

長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
講
演
Ⅰ
と
し
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り
「
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と

題
し
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
講
演
Ⅱ
で
は
、
株
式
会
社
ボ
イ

ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

シ
ュ
ク
ル

代

表
取
締
役
の
佐
藤

恵
氏
よ
り
、「
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
な
ら
で
は
の
思
い
の
伝

え
方
、
影
響
力
を
与
え
る
話
し
方
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
Ⅰ
の
概
要

・
今
年
の
副
題
「Society5．0

時
代
を

切
り
拓
く
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
価

値
想
像
力
の
向
上
」

【Society5．0

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
働

き
方
を
目
指
し
て
】

・
働
き
方
改
革
の
さ
ら
な
る
深
化
（
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
た
め
の

施
策
）

・
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
日
本
型
雇
用

シ
ス
テ
ム
（
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
）

・Society5．0
時
代
に
活
躍
す
る
人
材

の
育
成

・
地
域
の
中
小
企
業
の
新
た
な
取
り
組

み
【
二
〇
二
〇
年
春
季
労
使
交
渉
・
協
議

に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
】

・
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

・
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
（
賃
金
決

定
の
大
原
則
）

・
今
後
の
労
使
関
係

◇
講
演
Ⅱ
の
概
要

・
影
響
力
を
与
え
る
と
は
？

・
な
ぜ
今
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
発
信
ツ
ー
ル

と
し
て
「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？

・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
は
、
な
ぜ
効

果
的
な
の
か
？

・
心
を
動
か
す
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

黄
金
ル
ー
ル（
ス
ト
ー
リ
ー
ア
ー
チ
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
ー
ク
ル
・
ス
テ
ィ
ー

ブ
ジ
ョ
ブ
ズ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

・
経
営
ト
ッ
プ
の
デ
リ
バ
リ
ー
ス
キ
ル

（
①
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

あ
な
た
の
第
一
印
象
を
決
め

る
三
つ
の
Ｖ

Visual

・Vocal

・

Verval

②
聴
衆
の
心
が
動
く
話

し
方
テ
ク
ニ
ッ
ク
）

二
月
十
二
日
㈬
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度

春
季
西
部
地
区
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

二
二
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
Ⅰ
と
し
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー

ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
て
、

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
南
部
地

区
協
議
会
と
同
様
で
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

続
く
講
演
Ⅱ
で
は
、Learning

and
Perform

ance

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

有
限
会
社

代
表
取
締
役
の
加
藤

和

宏
氏
よ
り
、「
脳
の
扱
い
方
を
変
え
目

覚
ま
し
い
成
果
を
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
Ⅱ
の
概
要

・
目
覚
ま
し
い
成
果
を
出
す
コ
ー
チ
ン

グ
と
は
何
か

①
従
来
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ー
チ
ン
グ
と

ニ
ュ
ー
ロ
コ
ー
チ
ン
グ
の
違
い

②
脳
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
覚
醒
レ
ベ

ル
へ
の
注
力
と
覚
醒
レ
ベ
ル
と
の
関

係
に
お
け
る
脳
波
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

③
脳
の
四
タ
イ
プ
に
対
応
し
た
効
果
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ

・
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
け
る
脳
の
扱
い
方

講演を行う加藤和宏氏

講演行う佐藤恵氏 講演を行う平田武氏 開会挨拶を行う牛窪啓詞議長
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令
和
元
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

令
和
元
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

「
ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修
〜
『
悪
質
な
ク
レ

ー
ム
に
対
す
る
有
効
な
対
処
法
』
を
学
び
実
践
す

る
〜
」
開
催

を
理
解
す
る

①
人
材
の
成
長
の
三
段
階
（
現
在
の
自

分
、
転
換
状
態
、
な
り
た
い
自
分
）

②
ゴ
ー
ル
の
設
定
と
実
践
（
個
人
の
戦

略
体
系
、
ゴ
ー
ル
設
定
の
所
作
、
ゴ

ー
ル
達
成
を
阻
害
す
る
要
素
、
創
造

的
潜
在
意
識
の
書
き
換
え
、
ア
ク
シ

ョ
ン
ボ
ー
ド
を
活
用
す
る
）

二
月
十
七
日
㈪
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
一
〇
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
中
部
地

区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル

キ
ユ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会

長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い

て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

【
雇
用
・
労
働
分
野
に
お
け
る
諸
課

題
】

・
働
き
方
改
革
関
連
法
へ
の
対
応

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る
法
改
正
と

企
業
の
対
応

・
七
〇
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に

向
け
て

・
障
害
者
雇
用
の
現
状
と
今
後
の
課
題

・
最
低
賃
金
制
度
に
関
す
る
考
え
方

（
そ
の
他
の
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

南
部
地
区
協
議
会
と
同
様
で
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

二
月
十
八
日
㈫
、
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊

谷
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
春
季
北
部

地
区
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
一
〇
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
北
部
地

区
協
議
会

橋
元

健

議
長
（
キ
ヤ

ノ
ン
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
副

社
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続

い
て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
中
部
地

区
協
議
会
と
同
様
で
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

近
年
、
ク
レ
ー
ム
事
情
は
ま
す
ま
す

複
雑
化
し
て
お
り
、
ご
く
普
通
の
消
費

者
か
ら
の
不
当
な
要
求
や
嫌
が
ら
せ
は

ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
化
し
、
も
は
や
「
お

客
様
の
声
」
と
し
て
対
応
で
き
る
レ
ベ

ル
で
は
な
く
、「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
新

し
い
領
域
と
し
て
、
社
会
問
題
化
し
て

い
ま
す
。ま
た
、カ
ス
ハ
ラ
に
よ
り
、実

際
に
ク
レ
ー
ム
対
応
で
多
大
な
ス
ト
レ

ス
を
受
け
る
企
業
で
は
、
離
職
率
が
高

ま
っ
た
り
、
新
た
な
人
材
の
確
保
が
難

し
く
な
る
な
ど
、
経
営
に
与
え
る
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
悪
質
な

ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
有
効
な
対
処
法
を

学
び
、
そ
し
て
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
十
二
月
二
日
㈪
に
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
、
株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー
ス
の
津
田
ひ

と
み
氏
を
お
招
き
し
て
、「
ハ
ー
ド
ク

レ
ー
ム
対
応
研
修
『
悪
質
な
ク
レ
ー
ム

に
対
す
る
有
効
な
対
処
法
』
を
学
び
実

践
す
る
」
と
題
し
て
開
催
し
、
三
九
名

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

一

ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
と
は
何
か

・
ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
の
定
義
に
つ
い
て

・
招
か
れ
ざ
る
客
の
判
断
ポ
イ
ン
ト

・
相
手
を
見
極
め
る
た
め
の
判
断
基
準

と
決
定
権
限
に
つ
い
て

二

「
不
当
な
要
求
」
型
ク
レ
ー
ム

・
普
通
の
人
が
平
然
と
不
当
要
求
を
す

る
時
代
。
ク
レ
ー
ム
で
の
不
当
要
求

が
増
え
て
い
る
背
景
に
つ
い
て

・「
不
当
な
要
求
」
型
ク
レ
ー
ム
の
特

徴
に
つ
い
て

・
悪
質
と
判
断
し
た
ら
、
特
別
な
対
応

は
せ
ず
、
覚
悟
を
決
め
て
毅
然
と
対

応
・「
不
当
な
要
求
」
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト

三

「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
型
ク

レ
ー
ム

・
言
葉
や
態
度
で
精
神
的
に
傷
つ
け
た

り
、
不
安
に
さ
せ
る
こ
と
で
、
相
手

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
行

為
。

・
モ
ラ
ハ
ラ
型
ク
レ
ー
ム
の
特
徴
に
つ

い
て

・
無
駄
な
努
力
は
し
な
い
こ
と
。

・
モ
ン
ス
タ
ー
化
を
未
然
に
防
ぐ
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
つ
い
て

四

法
律
を
味
方
に
つ
け
る

・
法
的
な
手
段
を
と
る
こ
と
が
必
要
。

・
脅
迫
罪
、
強
要
罪
、
恐
喝
罪
、
威
力

業
務
妨
害
罪
、
不
退
去
罪
な
ど
が
想

定
さ
れ
れ
ば
警
察
へ
相
談

五

ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
組
織

的
な
防
衛
策

株式会社インソース 津田ひとみ氏

開会挨拶を行う 橋元健議長

開会挨拶を行う 宮澤政信議長

― 8 ―



第
三
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

『
幸
せ
な
職
場
の
つ
く
り
方
』
〜
誰
も
が
気
兼
ね
な

く
発
言
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜
「
修
復

的
対
話
」を
学
び
、
体
験
し
、
そ
し
て
活
用
し
よ
う
！

一
二
月
五
日
㈭
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
四
に
お
い
て
、
第

二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
四
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
加
地
照
子
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
な
ぜ
組
織
力
の

強
い
企
業
は
1
ｏ
ｎ
1
を
実
施
し
て
い

る
の
か
」
〜
つ
い
て
い
き
た
い
リ
ー
ダ

ー
が
欠
か
さ
な
い
1
ｏ
ｎ
1
ス
キ
ル
の

要
諦
〜
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
「
1
ｏ
ｎ

1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
「
上
司
と
部
下

と
の
間
で
、
週
一
回
か
ら
月
一
回
、
三

〇
分
程
度
、
特
に
用
事
が
な
く
て
も
定

期
的
に
行
う
一
対
一
の
対
話
」
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

「
1
ｏ
ｎ
1
」
の
実
施
目
的
は
、「
上

位
下
達
の
組
織
風
土
改
善
」、「
組
織
の

一
体
感
の
醸
成
」、「
対
話
の
質
の
向
上

を
通
じ
た
自
律
型
社
員
の
育
成
」、「
会

社
と
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
絆
）
の
向
上
」
等
を
通
じ
て
組
織
力

の
強
化
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

革
新
的
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
有
名

企
業
が
集
ま
る
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

で
は
当
た
り
前
の
習
慣
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
た
「
1
ｏ
ｎ
1
」
で
す
が
、
こ

こ
数
年
日
本
企
業
に
お
い
て
も
導
入
す

る
企
業
が
急
増
、
組
織
力
の
強
化
、
生

産
性
向
上
、
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど

様
々
な
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
1
ｏ
ｎ
1
」
を
理
解
・
実
践
す
る

た
め
の
演
習
と
ワ
ー
ク
を
交
え
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
な
ぜ
今
1
ｏ
ｎ
1
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か

・
1
ｏ
ｎ
1
導
入
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ど
ん
な
手
順
が
有
効
か

・
1
ｏ
ｎ
1
実
践
の
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
る
重
要
な
ス
キ
ル
と
は

・
1
ｏ
ｎ
1
の
練
習
を
積
ん
で
こ
そ
、

一
流
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る

十
二
月
十
八
日
㈬
に
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
埼
玉
県
立

大
学
教
授
の
梅
崎
薫
氏
を
お
招
き
し
て
、

『
幸
せ
な
職
場
の
つ
く
り
方
』
〜
誰
も

が
気
兼
ね
な
く
発
言
で
き
る
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
〜
「
修
復
的
対
話
」
を

学
び
、体
験
し
、そ
し
て
活
用
し
よ
う
！

と
題
し
て
開
催
し
、
二
二
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
修
復
的
対
話
」
と
は
、
相
手
の

話
を
遮
る
こ
と
な
く
全
身
全
霊
を
傾
け

聴
き
、
異
な
る
考
え
の
人
の
話
を
理
解

し
よ
う
と
対
話
す
る
も
の
で
、「
お
互

い
を
尊
重
す
る
」「
相
手
の
話
を
よ
く

聴
く
」「
相
手
を
非
難
し
な
い
」「
話
し

た
く
な
い
時
は
話
さ
な
く
て
よ
い
」
と

い
う
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
る
対
話
で

す
。初

め
は
、
修
復
的
対
話
に
関
す
る
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
修
復
的
対
話
と
は

修
復
的
正
義
の
対
話
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
修
復
的
正
義
が
大
切
に
す
る
哲
学

と
し
て
、
被
害
と
加
害
が
お
互
い
の
立

場
を
尊
重
す
る
こ
と
、
被
害
と
加
害
の

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
、
包

括
的
で
協
力
的
な
手
続
き
を
と
る
こ
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
誰
も
排
除
し
な
い

こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
人
は
群
れ
る

こ
と
で
生
存
す
る
種
で
あ
り
、
群
れ
る

こ
と
の
基
盤
社
会
を
準
備
す
る
必
要
が

あ
り
社
会
環
境
を
整
え
る
こ
と
の
重
要

性
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

次
に
行
う
ト
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
お

け
る
対
話
の
考
え
方
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
、
ト
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
椅
子

の
み
で
各
班
（
四
、
五
人
）
が
輪
に
な

り
、
全
員
が
輪
の
中
心
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ラ
イ
ト
を
見
つ
め
て
、
会
場
を
暗
く
し

ま
す
。
対
話
に
入
る
前
に
、
深
呼
吸
を

行
う
時
間
を
設
け
、
落
ち
着
い
た
状
態

に
な
っ
て
か
ら
、
進
行
役
の
サ
ー
ク
ル

キ
ー
パ
ー
の
合
図
と
共
に
対
話
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
中
央
の
ス
ペ
ー
ス
に
置

か
れ
た
「
尊
敬
」
な
ど
の
言
葉
が
書
か

れ
た
カ
ー
ド
を
自
由
に
取
り
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
や
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
語
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
時
に
話
が
で
き
る
の
は
、
ト
ー
キ

ン
グ
ピ
ー
ス
（
手
渡
し
が
で
き
る
人
形

や
人
工
石
な
ど
）
を
持
っ
て
い
る
人
だ

け
で
す
。
お
互
い
を
尊
重
し
て
傾
聴
し

ま
す
。
相
手
を
非
難
し
た
り
す
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
話
し
た
く
な
い
と
き
は

話
さ
な
く
て
も
よ
く
、
安
心
で
安
全
な

対
話
の
場
を
作
り
ま
す
。
全
員
の
話
が

終
わ
っ
た
ら
、
他
の
人
の
カ
ー
ド
の
言

葉
や
聞
い
た
内
容
に
つ
い
て
感
想
を
述

べ
て
い
き
ま
す
。
最
終
的
な
結
論
を
出

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
多
様
な
人

た
ち
の
話
を
傾
聴
し
、
感
じ
、
考
え
る

体
験
を
し
ま
す
。
一
時
間
程
度
の
ト
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
を
体
験
し
た
後
、
ブ

レ
イ
ク
と
し
て
お
茶
や
お
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
、
気
軽
に
話
の
続
き
を
し
て
い

ま
し
た
。
次
に
、
メ
ン
バ
ー
を
換
え
て
、

尊
重
さ
れ
た
体
験
、
尊
重
さ
れ
な
か
っ

た
体
験
に
つ
い
て
、
再
び
対
話
の
時
間

が
持
た
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
海
外
で
の
実
践
事
例
の
紹

介
動
画
を
見
て
、
な
ぜ
、
修
復
的
対
話

を
活
用
す
る
の
か
、
教
育
現
場
な
ど

様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例

を
取
り
上
げ
、
心
理
的
安
全
性
が
成
果

を
生
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「
な
ぜ
組
織
力
の
強
い
企
業
は
1
ｏ
ｎ
1
を
実
施
し
て

い
る
の
か
」
〜
つ
い
て
い
き
た
い
リ
ー
ダ
ー
が
欠
か
さ

な
い
1
ｏ
ｎ
1
ス
キ
ル
の
要
諦
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催

講演を行う加地照子氏

講演をする
埼玉県立大学 教授

梅崎薫氏
トーキングサークルの様子
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「持続可能な雇用シス
テム」を構築するために
は、基本的に二つが要求
されます。一つは、持続
可能性の要件を考え抜き、
それに必要な制度を構
想・設計することです。
もう一つは、持続可能性
を実現すべく、良い企業
において試みられた先駆
的な事例を効果的に横展
開することです。このよ
うな理論と実務のコラボ
レーションを期待してや
みません。

学歴・略歴
禹 宗
（ウー・ジョンウォン）
1999年、東京大学大学院
経済学研究科博士課程中
途退学（2002年、博士（経
済学））、埼玉大学経済学
部専任講師。以後、助教
授を経て2005年より現職。
専門は、雇用関係論、人
的資源管理論、社会政策
論。

いつの間にか、「一億総活躍」と
いうのは、聞き慣れた用語となりました。安倍政権が
掲げる一億総活躍は、諸々の社会政策を広い意味での
経済政策として活用し、経済成長を推し進めようとす
るものです。「働き方改革」をテコに全員が活躍でき
る与件を作り、これを軸として成長をはかるという発
想自体は、大いに評価すべきです。「成長→分配」だ
けでなく、「分配→成長」という新たな経路を設定し、
日本社会に漂う閉塞感に穴を開こうとするからです。
ただし、政策としての一億総活躍は、いくつかの限界
をも有しています。それは、（a）「分配→生産性→成
長」の道筋が不分明で、（b）雇用形態については現
状維持の傾向があり、（c）「同一労働同一賃金」の場
合も従来に比べれば進展はあるものの、その効果はな
かなか見込めないということです。
では、どのようにすれば、本当の意味で一億が総活

躍する社会を作れるのでしょうか。働き方改革は重要
なトピックですが、それを含めると複雑になるので、
雇用形態に焦点を合わせますと、いわば「身分の差」
と化している正規と非正規との差を適切に調整するこ
とが、一億総活躍のためには不可欠と思われます。こ

こで身分とは、むろん社会的な身分ではなく、経営内
地位に基づくものです。ただし、その地位が必ずしも
自らの意思と能力で選択できるものでない点で、正規
－非正規間格差は、問題を抱えています。これは、公
正にかかわるだけではありません。効率にも大きく関
係します。近年、日本の企業、そして日本の経済は、
人件費削減のために非正規を多用した結果、人的資源
の開発とイノベーションを通じた高付加価値創出に後
れをとるきらいがありました。これを何とかしない限
り、国際競争力の回復もままならないと思います。こ
の問題を改善して持続可能な雇用システムを構築し、
そのうえで付加価値創出力を高めることこそ、私の研
究課題にほかありません。そのための土台作りとして、
いま、雇
用慣行と
雇用政策
の歴史研
究と国際
比較を行
っていま
す。

共同研究の一つとして、
プロダクト・サービス・
システムに関する設計知
識の体系化も行っていま
す。価値認識モデルと合
わせて、価値を創り出す
仕組みを具体化するとと
もに、社会実装できるよ
うにしていきたいと考え
ています。

学歴・略歴
村松 慶一
（むらまつ けいいち）
2014年早稲田大学大学院
人間科学研究科博士後期
課程修了。博士（人間科
学）。日本学術振興会特
別研究員DC、早稲田大
学人間科学学術院助手を
経て、埼玉大学大学院理
工学研究科助教。2016年
より先端産業国際ラボラ
トリー兼任。専門は知識
工学、感性工学。

2007年に経済産業省が感性価値創
造というキーワードを打ち出してか

ら十年あまりが経ちますが、最近では価値共創（Value
Co-creation）という概念が浸透してきました。価値
共創というのは、提供者の（製品を含めた）サービス
の提供、受給者の（製品の使用を含めた）サービスの
消費、および両者による価値創造が融合した一つのイ
ンタラクションの過程として捉えられています。価値
共創という概念そのものは感性に言及したものではあ
りませんが、インタラクションの中で受給者がどのよ
うに価値を認識するのかということは、まさに感性の
問題だといえそうです。
受給者はサービスによって自身の状態を変化させる

と考えると、どのような状態変化を受給者が望んでい
るのかが重要です。価値共創という概念においては、
あくまで受給者が価値を認識すると考えるので、提供
者の役割は受給者の状態変化を促すことのみで、受給
者の望ましい状態変化を決めつけて押し売りするよう
なことではありません。しかし、提供者はサービスに
よって起こりうる受給者の状態変化を提案することが
でき、それを参考にして受給者は自身が望む状態変化
を明確にすることができます。受給者は状態変化を実

現することでポジティブな感情を実感するわけですが、
その感情が共創された価値だと考えれば、この価値が
認識される過程は人間の感性の問題であり、学術的関
心の一つです。
これまでの研究では、様々なインタラクションの中
で色、形、音色、香り、触感などが感情に及ぼす影響
について生体情報計測による客観的な指標を用いて定
量的な評価を行っています。さらに、それらの実験の
結果を集約することによって、インタラクションの要
素と感情との関係性を明示する価値認識モデルの構築
を行っています。この研究の成果は価値を認識する際
のインタラクションを記述する概念的な枠組みとなる
と考えており、プロダクト・サービスを設計する際の
ガイドラインとしての貢献が期待されます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

感性研究として捉える価値創造
大学院理工学研究科 戦略的研究部門 感性認知支援領域 先端産業国際ラボラトリー ヘルスケア・イノベーション研究ユニット

村 松 慶 一 助教

「一億総活躍」が、本当にできるためには？
大学院人文社会科学研究科 経営学領域 禹 宗 教授
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ミャンマーにおいて、2017年1月から約
3カ年の日程で日本式の建築技術・技能者の教育が行われました。国
際協力機構が政府開発援助として実施する「ミャンマー国建築技能訓
練校設立運営及び技能認証制度の普及・実証事業」です。㈱KNDコ
ーポレーションがものつくり大学の協力を得てプロポーザル提案し受
託しました。ものつくり大学は、訓練校運営企画コンサルタントと教
育指導を担当し、その内容は、ビルディングや木造建築における日本
式の施工管理技術者と高度な技能者を育成するものです。講習を実施
する施設は、ヤンゴン市のミャンマー国建築技能訓練校「スキルズト
レーニングセンター（STC）」です。カリキュラムは、全5期から成
り、そのⅠ期（2017年1月19日～3月10日）は Site Engineer および
Supervisor の技術・技能力底上げを図るための「マネジメントコー
ス」として行われました。Ⅱ～Ⅴ期（2017年5月～2019年2月）まで
は、Supervisor（上級職長）を育成するための「技能訓練コース」に

移行しました。「RC型枠・鉄筋」「左官・レンガ」「木造建築」の3コー
ス（定員は各42名）に分かれ、各専門工事業のエキスパートであるも
のつくり大学の非常勤講師が実習を担当し、座学は同学の教員が非常
勤講師と協働で行いました。終了後、同事業は労働省に移管され、運
営されます。私は、日本側のカウンターパートナーの事業責任者を務
めました。修了生たちには、是非ミャンマーの日系企業で活躍してほ
しいと考えています。そうなれば両国にとってwin-win の関係になり
ます。日本の建築技術は、ミャンマー
にとって必要な部分と馴染まない部分
とがありますが、取
捨選択しながらうま
く活用して、日本の
技術を広めてもらい
たいと思っています。

「付加製造技術（Additive Manufactur-
ing Technology；以下AMと略）」に関
連するAM装置（3次元プリンタ）、3

次元スキャナなどを活用したものづくりが注目されています。
本学では、文部科学省「平成27年度私立大学等教育研究活性化
設備整備事業」に採択され、AM装置などの設備機器が複数台
導入され、研究や授業で幅広く利用されています。例えば、3
次元CADの授業では、一人1台の環境で学生が3Dプリンタ
を体験しています。総じて学科のほぼ全員の学生が3DCAD
を学び、3Dプリンタを体験しています。教育上の相乗効果と
して、3Dモデリングのスキルが日々向上しています。教育に
おいては実学一体としての実践、継続、改善が大事であること
の一例であると思います。
2019年12月に本学では初の「教員免許状更新講習」を実施し
ました。中学校、高等学校の先生方に3Dプログラミング、3
DCADおよび3Dプリンタ造形演習を体験してもらいました。
「3Dものづくり」がさらに広がることを期待しています。

また、新しい試みとして3Dプリンタを用いて型製作を行い、
注型技術を利用した「ソフトロボティクス」の研究へ展開をし
ています。空気圧式駆動アクチュエータの試作を行いました。
これらの成果は、2020年1月さいたまスーパーアリーナで開催
された「彩の国ビジネスアリーナ2020」および2月東京ビッグ
サイトで開催された「第4回ロボデックス 産学連携ロボット
フォーラム」で紹介、展示および発表いたしました。付加製造
技術のさらなる応用展開として開発に取り組んでいきます。
「もの」、「こと」そして「ひと」が互いに連携、共創して展
開されていくことが今後ますま
す重要となることを強く実感し
ています。引き続き、産学・地
域連携における研究開発そのお
手伝いを行い、微力ながらも多
くの皆様に貢献できればと思い
ます。遠慮なく気軽にお声をか
けていただければ幸いです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999888888888888888888888888回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

教育機関による国際貢献
建設学科 三 原 斉 教授

三原 斉（みはら ひとし）建設学科 教授 博士（工学）一級建築士 一級建築施工管理技士 一級土木施工管理技士 近畿
大学理工学部建築学科卒業、工学院大学大学院工学研究科博士後期課程修了、村本建設株式会社建築部工事事務所長 同 購買
課長 同 建築工務課長を経て、2001年よりものつくり大学に着任、現在に至る。専門分野：建築生産、建築構法、建築施工管
理技術者教育、建築技能者教育、など（連絡先 048‐564‐3852）

「付加製造技術」さらなる応用への展開
製造学科 松 本 宏 行 教授

松本 宏行（まつもと ひろゆき）教授 博士（工学） 工学院大学大学院博士後期課程修了。東京農工大学ベンチャー・ビジ
ネス・ラボラトリー（VBL）特別研究員、ものつくり大学講師を経て2016年4月より現職。ユニバーサルデザイン、振動音響
解析、ソフトロボティクスの研究に取り組む。（連絡先：matsu@iot.ac.jp／048‐564‐3838）

指差呼称の状況 RCコース鉄筋組立実習の様子
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 ………………………103社
回収率……………………………18．7％

�業種内訳 �内製造業………………46社
�内非製造業……………57社

�資本金別
�5000万円以下………………………49社
�5000万円超～1億円以下…………26社
�1億円超～3億円以下……………5社
�3億円超……………………………23社

企業経営動向調査（2019年度第4回〈1月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、19年10月比で
製造業「－33」、非製造業「－17」で
あり、両業種とも下降先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「－3」、
非製造業「－9」であり、両業種とも
下降先が増加する見込。

20年1月

－43
－52
－36
－36
－30
－41

19年10月

－19
－19
－19
－30
－27
－32

1．国内景気DI

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、19年10月比で
製造業は「－10」、非製造業は「－15」
であり、両業種とも下降先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「－3」、
非製造業「－13」であり、両業種とも
下降先が増加する見込。

20年1月

－39
－52
－29
－35
－30
－39

19年10月

－27
－42
－14
－27
－27
－26

1．業界の景気DI

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、19年10月比で
製造業「＋14」、非製造業「－1」で
あり、製造業で上昇先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「＋17」、
非製造業「－4」であり、製造業で上
昇先が増加する見込。

20年1月

－14
－24
－5
－12
－4
－18

19年10月

－19
－38
－4
－17
－21
－14

3．自社の業況DI

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）19／7－9月期、19／10－12月期の上段の（ ）内の数値は19年7月調査時の見通し

�19／10－12月期の売上高DI は、19／7－9
月期比で製造業「＋2」、非製造業「－14」
であり、非製造業で下降先が増加。

�今後の見通しは、20／1－3期は19／10－12
期比で製造業「－3」、非製造業「－7」。20
／4－6期は20／1－3期比で製造業「＋18」、
非製造業「－11」となっている。

見 通 し

20／4－6

－7

－2

－11

20／1－3

（－5）
－9

（－8）
－20

（－2）
0

実 績

19／10－12

（－1）
－4
（0）
－17

（－2）
7

19／7－9

3

－19

21

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�19／10－12月期の経常利益DI は、19／7－
9月期比で製造業「＋10」、非製造業「－5」
であり、製造業で上昇先が増加。

�今後の見通しは、20／1－3期は19／10－12
期比で製造業「－9」、非製造業「＋1」。20
／4－6期は20／1－3期比で製造業「＋28」、
非製造業「－17」となっている。

見 通 し

20／4－6

－11

2

－21

20／1－3

（－8）
－14

（－8）
－26

（－7）
－4

実 績

19／10－12

（－4）
－11

（－2）
－17

（－5）
－5

19／7－9

－12

－27

0

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、19年10月
比で製造業「－2」、非製造業「－2」
であり、両業種とも不足先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「＋3」、
非製造業「－1」であり、製造業で過
大先が増加する見込。

20年1月

5
11
0

－1
7

－9

19年10月

7
13
2

－2
4

－8

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、19年
10月比で製造業「－19」、非製造業「－
7」であり、両業種とも不足先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「－9」、
非製造業「－9」であり、両業種とも
不足先が増加する見込。

20年1月

－11
－13
－9
－10
－9
－11

19年10月

2
6

－2
－1
0

－2

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の雇用人員DI は、19年10月比で
製造業「－2」、非製造業「－3」で
あり、両業種とも不足先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「－9」、
非製造業「－5」であり、両業種とも
不足先が増加する見込。

20年1月

－35
－17
－49
－41
－30
－49

19年10月

－31
－15
－46
－33
－21
－44

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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新
賃
金
の
決
定
方
式
で
生
じ
る
問
題

労
働
者
派
遣
法
の
い
わ
ゆ
る
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
に
関
す
る
法
改
正
に
よ
り
、
本

年
四
月
一
日
施
行
の
新
賃
金
の
決
定
方
式
に

つ
い
て
は
、「
①
派
遣
先
の
均
等
・
均
衛
方

式
」、「
②
派
遣
元
に
お
け
る
過
半
数
労
働
組

合
ま
た
は
過
半
数
代
表
者
と
の
労
使
協
定
方

式
」
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
①
が
原
則

的
方
法
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
①
、
②
の
方
式
と
も
、
事
務

手
続
が
大
変
複
雑
で
あ
り
、
内
容
が
繁
雑
か

つ
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の

た
め
、
中
小
の
派
遣
事
業

者
の
中
に
は
施
行
日
に
新

賃
金
の
決
定
手
続
が
間
に

合
わ
ず
、
従
来
ど
お
り
の

派
遣
契
約
を
も
っ
て
派
遣

を
継
続
す
る
（
四
月
一
日

を
ま
た
ぐ
派
遣
契
約
に
も

四
月
一
日
以
降
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
改
正

法
の
適
用
が
あ
る
。）
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。

労
働
者
派
遣
契
約
は
無
効
と
な
る
の
か

①
の
方
式
で
は
、
派
遣
先
の
同
種
の
通
常

労
働
者
と
の
間
に
「
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る

相
違
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
」（
同
法
三
〇

条
の
三
第
一
項
）
と
の
関
係
で
、
こ
の
場
合

に
は
派
遣
先
か
ら
の
「
比
較
対
象
労
働
者
の

賃
金
そ
の
待
遇
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
」
が

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
情
報
の
提
供
が

な
い
と
き
は
、
当
該
者
と
の
間
で
、
当
該
労

働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る

業
務
に
係
る
労
働
者
派
遣
契
約
を
締
結
し
て

は
な
ら
な
い
。」（
同
法
二
六
条
第
九
項
）
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
労
働
者
派

遣
契
約
が
禁
止
さ
れ
、
無
効
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
向
き
も
あ
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
、派
遣
法
は
行
政
法（
国

の
政
策
上
、
事
業
者
等
に
対
し
国
に
対
す
る

義
務
を
定
め
た
も
の
）
で
、
直
接
私
人
間
の

私
法
上
の
契
約
な
ど
に
対
す
る
効
力
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
私
法
上
の
企
業
間
の
労
働
者

派
遣
契
約
を
無
効
に
し
た
り
、
派
遣
労
働
者

と
の
間
の
派
遣
労
働
契
約
な
ど
の
民
事
上
の

契
約
を
無
効
と
す
る
効
力
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
四
月
一
日
以
降
も
派
遣
先
か

ら
の
同
種
労
働
者
の
賃
金
等
の
情
報
提
供
が

な
い
ま
ま
派
遣
労
働
者
と
の
間
の
賃
金
を
定

め
、
派
遣
先
と
の
間
で
派
遣
契
約
を
し
て
労

働
者
を
派
遣
し
た
り
、
派
遣
元
で
労
使
協
定

が
な
い
ま
ま
派
遣
労
働
者
の
賃
金
を
定
め
て

派
遣
先
と
派
遣
契
約
を
し
て
派
遣
し
て
も
そ

れ
は
無
効
と
は
な
ら
な
い
。

あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
は
派
遣
元
と
派
遣
労

働
者
の
間
の
賃
金
等
の
待
遇
に
関
す
る
問
題

で
あ
り
、
当
該
待
遇
決
定
に
関
す
る
手
続
に

派
遣
法
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

も
っ
て
会
社
間
の
取
引
契
約
で
あ
る
労
働
者

派
遣
契
約
が
無
効
と
な
り
、
労
働
者
を
派
遣

す
る
こ
と
が
私
法
上
も
強
制
的
に
禁
止
さ
れ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
違
反
に
つ
い
て
は
、
派
遣
法
上
罰
則

の
定
め
も
な
い
し
、
私
法
上
の
効
力
に
関
す

る
規
定
も
な
く
、
あ
く
ま
で
も
行
政
指
導
に

と
ど
ま
る
（
同
法
四
九
条
）。

た
と
え
ば
、
判
例
上
も
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
九
条
一
項
に
お
け
る
高
年
齢
者
の
雇
用

確
保
措
置
の
違
反
に
関
し
、「
こ
れ
に
違
反

し
た
場
合
に
、
労
基
法
の
よ
う
な
私
法
上
の

効
力
を
認
め
る
旨
の
明
文
規
定
も
補
充
的
効

力
に
関
す
る
規
定
も
存
在
し
な
い
」
と
し
、

私
法
的
強
行
性
を
有
し
な
い
（
東
京
地
裁
・

平
二
一
・
一
一
・
一
六
判
決
ほ
か
）
と
判
示

さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

�最近の販売価格DI は、19年10月比で
製造業「－6」、非製造業「－2」で
あり、両業種とも下落先が増加。

�先行きは、19年10月比で製造業「－5」、
非製造業「－9」であり、両業種とも
下落先が増加する見込。

20年1月

－4
－4
－4
－13
－11
－15

19年10月

0
2

－2
－6
－6
－6

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、19年10月比で
製造業「－5」、非製造業「－10」で
あり、両業種とも下落先が増加。

�先行きは、19年7月比で製造業「－4」、
非製造業「－17」であり、両業種とも
下落先が増加する見込。

20年1月

14
20
9
11
29
－4

19年10月

22
25
19
23
33
13

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き

改
正
派
遣
法
の
賃
金
決
定

違
反
と
派
遣
契
約
の
効
力

弁
護
士

安
西

�

�最近の資金繰りDI は、19年10月比で
製造業「＋1」、非製造業「＋2」で
あり、両業種とも殆ど変化なし。

�先行きDI は、19年10月比で製造業「－
2」、非製造業「＋14」であり、非製
造業で楽な先が増加する見込。

20年1月

10
7
13
15
4
23

19年10月

9
6
11
8
6
9

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社
内 製 造 業
内非製造業
全 社
内 製 造 業
内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
東
大
教
授
が
教
え
る�
や
ば
い
日
本
史
�』〜
人
は�
す
ご
い
�と�
や
ば
い
�で
で

き
て
い
る
！
〜
」と
題
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
本
郷
和
人
氏
が
講
演

十
二
月
十
七
日
㈫
、
第
二
日
目
と
な

る
「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
の

組
織
へ
の
導
入
、
実
践
を
通
じ
企
業
の

独
自
価
値
（Only

One
Value

）
を

創
造
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

セ
ミ
ナ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
2
は
、
前
回
と
同
じ

く
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
門
家
の

草
野
紀
親
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

「『
感
性
価
値
』が
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
る
！

〜
『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
に
よ

る
企
業
独
自
の
価
値
の
生
み
出
し
方
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十
九
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
直
観
と
感
性
の
時
代
と
言
わ
れ
る
理

由
は
、
豊
か
さ
の
基
準
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
、
相
対
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
、
急
速
な
Ａ
Ｉ

の
進
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
・
モ

ノ
・
情
報
が
溢
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル

が
頭
打
ち
状
態
と
な
り
、
機
械
で
で
き

る
こ
と
が
増
え
る
こ
と
で
、「
正
解
」

の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
現
象
、
差
別
化
が

生
ま
れ
に
く
い
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

・
原
点
回
帰
こ
そ
経
営
進
化
（
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
古

い
も
の
が
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
。

ゼ
ロ
か
ら
の
進
化
で
は
な
く
、
事
物
の

螺
旋
的
発
展
と
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。（
ド
イ
ツ
の
観
念
論
哲
学
者

�
ゲ
オ
ル
ク
・
ヘ
ー
ゲ
ル
）

・
過
去
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
っ
て
脚
光
を

浴
び
る
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
価
値
の
呼
び
戻
し
）

・
新
し
い
価
値
を
つ
く
る
に
は
、
人
を

中
心
に
原
点
に
帰
っ
て
み
る
こ
と
が
最

も
近
道
で
あ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
と
は
、
イ
ン
プ
ッ

ト
す
る
感
受
性
と
し
て
の
セ
ン
ス
と
、

表
現
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
セ

ン
ス
に
分
か
れ
る
。

・
セ
ン
ス
を
つ
か
さ
ど
る
定
義
は
、
知

（
知
識
と
環
境
に
裏
打
ち
さ
れ
た
イ
ン

プ
ッ
ト
量
）・
美（
倫
理
観
と
誠
実
さ
）・

楽
（
尽
き
る
こ
と
の
な
い
好
奇
心
）
で

あ
り
、
さ
ら
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
さ
、
余

裕
を
持
つ
こ
と
つ
ま
り
余
白
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
、
執
着
し
て
い
た
事
象
の
固

定
観
念
か
ら
の
解
放
が
生
ま
れ
る
。

・
感
じ
る
力
を
高
め
る
場
所
に
行
く
こ

と
、
自
分
の
中
の
何
と
な
く
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
に
と
こ
と
ん

向
き
合
う
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

五
感
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
中
小
企
業
に
こ
そ
大
手
企
業
に
な
い

感
性
を
生
み
出
す
独
自
性
が
出
し
や
す

い
。

・
便
利
な
社
会
と
な
り
、
差
別
化
し
に

く
い
時
代
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
は
、

美
意
識
と
感
性
（
セ
ン
ス
）
の
融
合
で

あ
る
。

・
測
定
で
き
な
い
も
の
は
管
理
で
き
な

い
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
、
美
意
識
を

活
か
し
た
経
営
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
経
営
に
お
け
る
美
意

識
と
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
美
意
識
、
行
動

規
範
の
美
意
識
、
経
営
戦
略
の
美
意
識
、

表
現
の
美
意
識
。

・
美
意
識
を
軸
と
し
た
経
営
の
二
つ
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
ア
ー
ト
型
人
材
を
経

営
者
自
身
と
し
て
捉
え
て
、
サ
イ
エ
ン

ス
型
人
材
、
ク
ラ
フ
ト
型
人
材
を
配
置

す
る
モ
デ
ル
と
、
経
営
者
が
ア
ー
ト
型

人
材
を
指
名
し
て
三
つ
の
人
材
を
俯
瞰

し
て
み
る
モ
デ
ル
が
あ
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
の
根
源
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
デ
ザ
イ
ン
は
ニア
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン

の
関
連
性
を
実
感
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の

実
施
を
行
っ
た
。（
あ
る
図
形
を
見
た

人
が
言
葉
の
み
で
会
場
内
の
人
に
伝
え

て
図
形
を
描
く
ゲ
ー
ム
、
映
画
の
一
場

面
の
画
像
を
見
て
言
葉
の
み
で
会
場
の

人
に
伝
え
タ
イ
ト
ル
を
導
き
出
す
ゲ
ー

ム
、
二
つ
の
言
葉
か
ら
連
想
す
る
点
を

挙
げ
る
ゲ
ー
ム
）

・
未
来
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
を
実
現
す
る

た
め
に
今
を
積
み
重
ね
て
創
る
も
の
で
、

感
性
・
美
意
識
・
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ

「
正
解
」の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
に
繋
げ
る
。

・
人
間
の
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
、
理

論
的
で
は
な
く
感
情
的
で
あ
る
、
行
動

を
起
こ
す
と
変
化
が
始
ま
る
、
習
慣
の

生
き
物
で
あ
る
、
自
分
に
合
う
も
の
は

経
験
で
し
か
わ
か
ら
な
い
、
失
っ
た
感

覚
を
呼
び
戻
す
（
価
値
の
呼
び
戻
し
）

を
挙
げ
て
い
る
。

歴
史
上
の
有
名
人
も
、
み
ん
な
欠
点

を
持
っ
た
普
通
の
人
間
な
の
で
す
。
普

通
の
人
間
が
歴
史
を
作
っ
て
き
た
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
を
知
る
時
に

は
、
昔
の
人
た
ち
の
長
所
を
学
ぶ
と
同

時
に
、
彼
ら
の
欠
点
、
や
ば
い
部
分
も

知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
歴
史
が
ぐ
っ
と
身
近
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
テ

レ
ビ
番
組
に
も
度
々
出
演
さ
れ
、
過
去

五
回
の
講
演
で
も
多
く
の
参
加
者
か
ら

好
評
を
博
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

本
郷
和
人
教
授
を
お
招
き
し
、十
二

月
十
九
日
㈭
に
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、「『
東
大
教
授

が
教
え
る�
や
ば
い
日
本
史
�』〜
人
は

�
す
ご
い
�と�
や
ば
い
�で
で
き
て
い

る
！
〜
」と
題
し
て
、日
本
の
歴
史
の
本

当
の
姿
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
三
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
東
京
一
極
集
中
の
話
か

ら
江
戸
時
代
の
各
地
域
の
藩
に
お
け
る

人
材
育
成
の
話
を
導
入
と
し
て
、
現
在

の
日
本
社
会
と
比
較
し
な
が
ら
過
去
の

話
へ
と
遡
っ
て
い
き
ま
し
た
。
講
演
内

容
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
天
皇
と
日
本
」、

日
本
の
歴
史
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
聖

徳
太
子
あ
る
い
は
天
皇
と
い
う
名
称
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
七
〇
〇
年
頃

を
画
期
と
す
る
話
か
ら
始
ま
り
、
元
号

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
律
令
国
家
に

つ
い
て
、
建
国
記
念
の
日
の
制
定
に
つ

い
て
、天
皇
の
継
承
に
つ
い
て
な
ど
、歴

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』の
組
織
へ
の
導
入
、実
践
を
通
じ
企

業
の
独
自
価
値（Only

One
Value

）を
創
造
し
よ
う
！
」〜
デ
ザ

イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｄ
Ａ
Ｙ
2
を
開
催

講演する草野紀親氏

講演する本郷和人氏
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第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
夏
の
甲
子
園
決
勝
延
長
十
八
回
再
試
合
で
学
ん
だ
こ
と
」と
題
し
て
日

本
女
子
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
太
田
幸
司
氏
が
講
演

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』の
組
織
へ
の
導
入
、実
践
を
通
じ
企

業
の
独
自
価
値（Only

One
Value

）を
創
造
し
よ
う
！
」〜
デ
ザ

イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｄ
Ａ
Ｙ
3
を
開
催

史
的
な
観
点
で
様
々
な
角
度
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
上
の
東

ア
ジ
ア
と
中
国
と
の
関
係
を
、
日
本
の

歴
史
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
、
日
本
に
と
っ
て
の
元

号
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
話
は
、
天
皇
家
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
三
種
の
神
器
の
話
へ
。
多
く

の
人
の
記
憶
に
新
し
い
、
二
〇
一
九
年

五
月
一
日
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
が
執
り

行
わ
れ
、
三
種
の
神
器
が
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
の
八
咫
鏡
、
熱
田

神
宮
の
草
薙
剣
、
皇
居
の
八
尺
瓊
勾
玉

に
つ
い
て
、
源
平
の
戦
い
に
ま
で
遡
り

本
物
で
あ
る
事
の
信
憑
性
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

一
九
六
九
年
夏
の
甲
子
園
決
勝
で
名

門
愛
媛
県
立
松
山
商
業
高
校
と
対
戦
。

延
長
十
八
回
で
決
着
が
つ
か
ず
、
再
試

合
で
惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
と
な
っ
た

青
森
県
立
三
沢
高
校
の

太
田

幸
司

投
手
を
ご
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
甲

子
園
決
勝
か
ら
丁
度
半
世
紀
。
現
在
、

日
本
女
子
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
の
太
田

幸
司

氏
を
お
招

き
し
、
十
二
月
二
四
日
㈫
に
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、

「
夏
の
甲
子
園
決
勝

延
長
十
八
回
再

試
合
で
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
二
〇
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
幼
少
期
の
話
か
ら
高
校

時
代
、
そ
し
て
プ
ロ
野
球
の
道
を
歩
む

ま
で
の
野
球
人
生
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま

し
た
。
幼
少
期
、
父
親
に
野
球
の
楽
し

さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
野
球
人

生
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
仲
間
と
野
球

を
す
る
こ
と
の
喜
び
が
原
動
力
と
な
っ

て
い
た
。
転
機
は
中
学
時
代
に
ピ
ッ
チ

ャ
ー
と
し
て
登
板
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
、
徐
々
に
試
合

で
通
用
す
る
よ
う
に
な
り
甲
子
園
へ
の

目
標
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
三
沢
高

校
で
は
、
一
年
の
秋
の
新
人
戦
か
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
り
、

地
区
大
会
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
達

成
で
自
信
を
持
ち
、
徐
々
に
試
合
を
積

み
重
ね
て
い
く
た
び
に
甲
子
園
出
場
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
二
年
の
夏
の

甲
子
園
出
場
を
果
た
す
も
二
回
戦
で
敗

退
。
三
年
の
春
の
選
抜
に
出
場
す
る
も

二
回
戦
で
敗
退
。
夏
の
大
会
に
向
け
、

も
う
一
度
身
を
引
き
締
め
て
取
組
み
、

三
年
の
夏
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
、

決
勝
ま
で
勝
ち
続
け
、
延
長
十
八
回
さ

ら
に
再
試
合
と
い
う
壮
絶
な
戦
い
の
末
、

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
準
優
勝
と
い
う

素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

再
試
合
で
負
け
て
周
囲
は
み
な
涙
を

流
し
て
い
た
が
、
私
は
清
々
し
く
全
く

悔
い
が
な
か
っ
た
と
話
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
野
球
人
生
の
中
で
様
々
な
事
を

学
ん
だ
と
語
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
前
に
素
晴
ら
し
い

人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
忍
耐
と

は
耐
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
力
を
し
っ

か
り
と
貯
め
て
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
時
に

そ
れ
を
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
事
。

失
敗
を
す
る
こ
と
か
ら
何
か
を
見
出
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
。
最
後
に
、
十
八

年
間
で
の
様
々
な
成
功
と
失
敗
か
ら
、

自
分
の
人
生
は
自
分
で
責
任
を
持
た
な

い
と
い
け
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
女
子
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ

の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、女
子
野

球
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、現
在
の

日
本
女
子
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
や
高
校
女

子
硬
式
野
球
部
の
状
況
の
説
明
が
あ
り
、

女
子
硬
式
野
球
の
普
及
の
応
援
を
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

一
月
十
五
日
㈬
、
第
三
日
目
と
な
る

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
の
組

織
へ
の
導
入
、
実
践
を
通
じ
企
業
の
独

自
価
値
（Only

One
Value

）
を
創

造
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
3
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ

ミ
ナ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
3
は
、
経
営
デ
ザ
イ
ン

専
門
家
、
合
同
会
社
タ
ツ
ノ
経
営
デ
ザ

イ
ン
代
表
の
辰
野
博
一
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』
の
企
業
へ
の
導
入
に
つ
い
て
学

び
、
体
感
し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二
一
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
組
織
に

導
入
す
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
導
入
の

三
つ
の
要
件（
デ
ザ
イ
ン
へ
の
目
覚
め
・

責
任
者
の
存
在
・
経
営
ト
ッ
プ
の
関
与
）、

デ
ザ
イ
ン
思
考
に
お
け
る
七
つ
の
心
構

え
、
ダ
ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
モ
デ
ル
が

必
要
で
あ
る
。

・
自
社
の
デ
ザ
イ
ン
成
熟
度
を
知
る
た

め
の
手
法
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
ラ
ダ
ー

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
ス
テ
ッ
プ
一
・

デ
ザ
イ
ン
の
活
用
が
な
い
状
態
、
ス
テ

ッ
プ
二
・
外
見
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
の

み
に
取
り
入
れ
て
い
る
状
態
（
デ
ザ
イ

ン
の
最
終
工
程
の
み
）、
ス
テ
ッ
プ
三
・

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

入
れ
て
い
る
状
態
（
開
発
初
期
段
階
か

ら
活
用
）、
ス
テ
ッ
プ
四
・
戦
略
と
し

て
の
デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
る
状
態
。

デ
ザ
イ
ン
ラ
ダ
ー
の
階
段
を
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
の
協
業
な
ど
も
検
討
す
る
。

・
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
、
ダ
ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

モ
デ
ル
を
活
用
す
る
。
一
つ
目
と
し
て
、

顧
客
を
徹
底
的
に
知
る
た
め
の
「
問
題

へ
の
洞
察
」、
二
つ
目
と
し
て
、
解
決

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
と
し
て

「
問
題
を
定
義
す
る
」、
三
つ
目
と
し

て
、ア
イ
デ
ア
を
広
げ
試
し
て
み
る「
解

決
策
を
探
求
す
る
」、
四
つ
目
と
し
て
、

最
終
案
の
作
成
で
「
解
決
策
を
定
義
し
、

創
出
す
る
」
以
上
の
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス

を
継
続
的
に
行
う
と
効
果
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

姿
勢
や
心
構
え
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

講演する太田幸司氏

講演する辰野博一氏
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第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「『
倒
産
前
兆
〜
最
大
手
の
企
業
信
用
調
査
会
社
が
目
撃
し
た
倒
産
劇
の
リ

ア
ル
』〜
倒
産
企
業
の
悲
劇
に
学
ぶ
失
敗
の
法
則
と
与
信
管
理
〜
」を
開
催

い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
会
計
セ
ミ
ナ
ー

「
財
務
諸
表
の
読
み
解
き
方
」
〜
仕
事
に
役
立
つ
会
計

ス
キ
ル
を
簡
単
に
身
に
つ
け
る
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催

第
十
六
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
』
開
催

・
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
か
ら
始
め
る
デ
ザ
イ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
つ
い
て
、

経
営
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
違
い
、
経
営

理
念
の
必
要
性
、
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
と
経
営
戦
略
の
関
係
な
ど
を
説
明
、

経
営
戦
略
は
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
を

具
現
化
す
る
た
め
の
基
本
的
な
枠
組
み

で
あ
る
。

・
自
組
織
に
お
け
る
経
営
理
念
・
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
の
意
思
共
有
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で

意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
に
よ
り
個
人
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
た
。

一
月
二
八
日
㈫
、「『
倒
産
前
兆
〜
最

大
手
の
企
業
信
用
調
査
会
社
が
目
撃
し

た
倒
産
劇
の
リ
ア
ル
』
〜
倒
産
企
業
の

悲
劇
に
学
ぶ
失
敗
の
法
則
と
与
信
管
理

〜
」
と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
第
六

回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
三
二

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
倒
産
事
例
か
ら
み
る
目
利
き
の
ポ

イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
東
京
支
社
情
報
部
情
報

取
材
課
長
の
丸
山
昌
吾
氏
に
、「
今
、

考
え
る
べ
き
与
信
管
理
」
と
題
し
て
、

大
宮
支
店
長
の
赤
塚
裕
章
氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

講
演
一
「
倒
産
事
例
か
ら
み
る
目
利
き

の
ポ
イ
ン
ト
」

・
倒
産
の
前
兆
失
敗
か
ら
見
る
八
の
公

式・
商
業
登
記
か
ら
み
え
る
変
化

・
決
算
書
の
不
自
然
さ
に
気
付
く

・
不
正
リ
ー
ス
の
手
口
と
は

・
増
え
て
き
た
粉
飾
決
算

・
債
務
分
析
か
ら
見
分
け
る
違
和
感

講
演
二
「
今
、
考
え
る
べ
き
与
信
管
理
」

・
倒
産
の
分
類（
私
的
整
理
、法
的
整
理
）

・
全
国
倒
産
件
数
・
負
債
総
額

・
人
手
不
足
倒
産

・
後
継
者
倒
産

・
返
済
猶
予
後
倒
産

・
全
国
及
び
埼
玉
県
の
企
業
倒
産
動
向

・
隠
れ
倒
産
の
実
態

・
倒
産
件
数
と
景
気
Ｄ
Ｉ
の
相
関
関
係

の
考
察

・
全
体
最
適
な
与
信
管
理（
三
点
管
理
）

に
つ
い
て

一
月
二
一
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
四
に
お
い
て
、
財

務
諸
表
の
読
み
解
き
方
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、
三
五
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

川
口
宏
之
公
認
会
計
士
事
務
所
代
表

公
認
会
計
士

川
口
宏
之
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、「
財
務
諸
表
の
読
み
解
き

方
」
〜
仕
事
に
役
立
つ
会
計
ス
キ
ル
を

簡
単
に
身
に
つ
け
る
〜
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
に
必
須
の
知
識
と
言
わ
れ
て
い

る
財
務
諸
表
（
決
算
書
）
を
、
簡
単
に

読
み
解
く
手
法
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

実
在
す
る
有
名
企
業
の
財
務
諸
表
を

用
い
、財
務
三
表（
Ｂ
／
Ｓ
、Ｐ
／
Ｌ
、Ｃ

／
Ｆ
）
を
構
成
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
説

明
や
、
注
目
す
べ
き
数
字
を
解
説
い
た

だ
い
た
後
、
そ
の
数
字
を
簡
単
な
図
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
、
企
業
の
運
営
状

況
を
読
み
解
け
る
よ
う
、
演
習
と
ワ
ー

ク
を
交
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
財
務
諸
表
を
理
解
す
る
事
が
出
来
れ

ば
、
売
り
上
げ
目
標
や
利
益
目
標
、
経

営
戦
略
を
立
て
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

・
財
務
諸
表
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
投

資
先
の
分
析
や
、
同
業
他
社
と
の
比
較

な
ど
、
企
業
が
抱
え
る
課
題
や
リ
ス
ク

も
わ
か
る
。

一
月
二
九
日
㈬
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、

埼
玉
県
及
び
本
会
の
共
催
で
、
第
十
六

回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム『
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
』を
、浦
和
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
第
十
五
集
会
室
で
開
催
し
、六
六

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、「
中
国
経
済
の
現
状

と
日
本
企
業
の
事
業
展
開
の
方
向
性
〜

米
中
貿
易
摩
擦
を
踏
ま
え
て
〜
」
と
題

し
て
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
海
外
調
査
部
中
国
北
ア
ジ
ア
課
課

長
代
理
の
宗
金
建
志
氏
よ
り
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
雄
案
新
区
や
深
圳
の

現
状
、
製
造
業
の
今
後
、
米
中
貿
易
摩

擦
の
影
響
、
今
後
の
中
国
の
対
応
と
中

国
経
済
に
つ
い
て
な
ど
の
内
容
で
ご
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
の
講
演
で
は
、「
中
国
企
業
の

技
術
動
向
・
国
際
戦
略
紹
介
」と
題
し
て
、

ハ
イ
ア
ー
ル
ア
ジ
ア
Ｒ
＆
Ｄ
株
式
会
社
取

締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の
時
振
玉
氏
よ
り

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。企
業
の
概
要
、

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン・
目
標
、開

発
体
制
、
組
織
体
制
に
つ
い
て
、
技
術

動
向
と
世
界
戦
略
、
技
術
開
発
の
流
れ
、

日
本
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
体
制

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

講演を行う川口宏之氏

講演する赤塚裕章氏 講演する丸山昌吾氏

講演する時振玉氏 講演する宗金建志氏 挨拶 本会 石井進会長
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令
和
元
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
目
的
意
識
を
持
ち
、仲
間
意
識
を
育
む
働
き
や
す
い
職

場
視
察
会
〜
熊
谷
市
・
株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
〜
』開
催

令
和
元
年
度
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
特
別
支
援
教
育
の
現
場
と
意
見
交
換
会
〜
県
立
入

間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支
援
学
校
〜
』
開
催

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
本
業
転
換
〜
既
存
事
業
に
縛
ら
れ
た
会
社
に
未
来
は
あ
る
か
」を
開
催

一
月
三
〇
日
㈭
、
県
教
育
委
員
会
と

本
会
の
共
催
で
、
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員

会
『
目
的
意
識
を
持
ち
、
仲
間
意
識
を

育
む
働
き
や
す
い
職
場
視
察
会
』
を
、

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
七
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
は
、
化
粧
品

全
般
の
開
発
、
製
造
お
よ
び
全
国
の
一

流
百
貨
店
、
有
力
化
粧
品
専
門
店
を
通

じ
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
、
従

業
員
数
が
三
�
七
一
一
名
（
う
ち
障
害

者
五
六
名
）、
障
害
者
雇
用
率
が
二
・

二
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
概
要
紹
介
で

は
、「
障
害
者
雇
用

の
取
り
組
み
」
と
題

し
て
、
熊
谷
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
長

の
岡
本
康
氏
よ
り
、

企
業
概
要
、
障
害
者

雇
用
の
現
状
と
取
り

組
み
、
セ
ン
タ
ー
設

立
の
経
緯
、
メ
ン
バ
ー
へ
の
対
応
や
留

意
点
、
雇
用
継
続
の
た
め
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
堀
口

雄
生
氏
と
鈴
木
翔
也
氏
か
ら
、
教
育
・

指
導
の
あ
れ
こ
れ
、
一
日
の
業
務
の
流

れ
・
主
な
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

作
業
現
場
視
察
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
セ
ン
タ
ー
が
請
け
負
っ
て
い
る
業
務

内
容
の
一
部
で
あ
る
、
新
物
流
棟
の
清

掃
作
業
や
ご
み
処
理
作
業
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
セ
ン
タ
ー
内
で
の
検
品
処
理
な
ど

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

二
月
五
日
㈬
、
県
教
育
委
員
会
と
本

会
の
共
催
で
、
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
特
別
支
援
教
育
の
現
場
と
意
見
交
換

会
』
を
、
県
立
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特

別
支
援
学
校
で
開
催
し
、
九
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
立
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支
援

学
校
は
、
埼
玉
県
唯
一
の
普
通
科
と
職

業
学
科
併
設
の
知
的
障
害
の
生
徒
の
た

め
の
高
等
部
単
独
校
と
し
て
、
開
校
四

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
新
し
い

学
校
で
す
。
普
通
科
は
、「
生
活
」「
基

礎
」「
実
践
」
の
三
つ
の
教
育
課
程
が
、

職
業
学
科
は
、「
生
産
技
術
科
」「
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
科
」
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
科
に
設
置
し
て
あ
る
コ
ー
ス
に
お

い
て
企
業
就
労
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

学
校
概
要
説
明
で
は
、
学
校
の
特
色

や
教
育
課
程
の
詳
細
、
施
設
設
備
な
ど

の
学
習
環
境
の
説
明
、各
学
科
の
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

授
業
見
学
・
施
設
見
学
で
は
、
特
に

職
業
学
科
の
実
習
を
中
心
に
、
裁
縫
実

習
や
パ
ソ
コ
ン
実
習
、
ベ
ー
カ
リ
ー
実

習
、
オ
フ
ィ
ス
作
業
実
習
な
ど
、
様
々

な
実
習
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。進

路
概
要
説
明
と
意
見
交
換
会
で
は
、

卒
業
生
の
進
路
状
況
や
、
進
路
指
導
方

針
、
現
場
実
習
に
つ
い
て
、
今
年
度
の

進
路
決
定
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交

換
会
で
は
生
徒

三
名
が
加
わ
り
、

企
業
担
当
者
と

の
忌
憚
の
な
い

意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

二
月
二
一
日
㈮
、「
本
業
転
換
〜
既
存

事
業
に
縛
ら
れ
た
会
社
に
未
来
は
あ
る

か
」と
題
し
て
、早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
教
授

山
田

英
夫

氏
を

お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十
五
名
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
ス
マ
ホ
が
減
退
さ
せ
た
業
界

・
本
業
は
永
遠
で
は
な
い
（
本
業
転
換

に
成
功
し
た
企
業
と
、
転
換
に
失
敗
し

て
消
滅
し
た
企
業
の
違
い
は
）

・
祖
業
か
ら
の
転
換
事
例

・
歴
史
あ
る
本
業
の
転
換
は
難
し
い

・
本
業
と
は
？

・
本
業
転
換
の
ポ
イ
ン
ト
（W

hen
&

W
hat

）

・W
hen

が
遅
く
な
る
と
（
少
な
い
投

資
で
す
ぐ
に
回
収
で
き
る
事
業
に
↓
他

社
に
と
っ
て
も
同
様
↓
す
ぐ
に
レ
ッ
ド

オ
ー
シ
ャ
ン
に
↓
利
益
も
出
ず
、
投
資

も
回
収
不
能
）

・
本
業
転
換
の
最
適
タ
イ
ミ
ン
グ
（
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
多
い
・
組
織
の
柔

軟
性
が
高
い
）

・
本
業
転
換
に
は
時
間
が
か
か
る

・W
hat

（
何
に
転
換
し
た
か
？
メ
ー

カ
ー
の
場
合
は
、
市
場
よ
り
も
技
術
関

連
多
角
化
が
優
位
）

・
ニ
ッ
チ
戦
略
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
技

術
ニ
ッ
チ
、
チ
ャ
ネ
ル
・
ニ
ッ
チ
、
特

殊
ニ
ー
ズ
・
ニ
ッ
チ
、
空
間
ニ
ッ
チ
、

時
間
ニ
ッ
チ
、
残
存
ニ
ッ
チ
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
・
ニ
ッ
チ
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
・
ニ

ッ
チ
、
切
替
コ
ス
ト
・
ニ
ッ
チ
）

講演する山田英夫氏

挨拶をする炭谷渉校長

係長 村上英明氏 センター長 岡本康氏

メンバー 鈴木翔也氏 メンバー 堀口雄生氏

授業視察（裁縫実習）

授業視察（ベーカリー実習）
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第
一
回
石
井
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
十
二
月
五
日
㈭

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
十
六
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
廣
澤
専
務

理
事
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
石
井
会

長
の
開
会
挨
拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ

れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

石
井
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
七
、
イ
ン
四
三
、
グ
ロ

ス
九
〇
、
ネ
ッ
ト
七
二
で
須
田
隆
文
氏

（
藤
電
設
社
長
）
が
総
合
優
勝
し
石
井

会
長
杯
を
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
五
、
イ
ン
四

八
、
グ
ロ
ス
九
三
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
八

で
中
野
和
典
氏
（
大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
取
締
役
）
が
受
賞
し
た
。（
主
な

成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
石
井
会
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長
杯
が
石

井
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
や
初
参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ

等
で
盛
り
上
が
り
、
当
初
目
的

の
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
五
日

㈮
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊

岡
コ
ー
ス
で
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
一
月
二
五
日
㈯
、
熊
谷
文

化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で
開
催
さ
れ
、

本
会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
六
名

（
別
記
）と
学
校
側
か
ら
十
五
組
、
四
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
面
談
会
は

平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
今

年
度
で
通
算
十
七
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

で
自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力

を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護

者
の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま

し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多

い
専
門
高
校
に
限
ら
ず
普
通
高
校
の
生

徒
も
毎
年
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
を
担

う
教
員
に
対
し
て
重
要
な
意
識
改
革
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
参
加
企
業
経
営
者

（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会

社

専
務
取
締
役

第

一

回

石
井
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

須
田
隆
文
氏
（
藤
電
設
社
長
）
が
総
合
優
勝

〜
石
井
会
長
杯
を
獲
得

第一回石井会長杯争奪戦 会員親睦ゴルフ大会主要結果〈令和元年12月5日㈭ 武蔵カントリークラブ 笹井コース〉
1．上位入賞者（ダブルぺリア／敬称略）
順位 氏名 会社名 役職名 アウト ィン グロス HC ネット
優 勝 須田 隆文 藤 電 設 社 長 47 43 90 18．0 72．0
準優勝 中野 和典 大川ホールディングス 取締役 45 48 93 19．2 73．8
3 位 森 雅雄 大 熊 製 作 所 取締役 50 52 102 26．4 75．6
4 位 内野 正幸 ウ チ ノ 看 板 社 長 47 52 99 22．8 76．2
5 位 白戸 修 白 戸 工 務 店 社 長 50 48 98 21．6 76．4
べスグロ 須田 隆文 藤 電 設 社 長 47 43 90 18．0 72．0
2．シニアの部
優 勝 内野 正幸 ウ チ ノ 看 板 社 長 47 52 99 22．8 76．2
準優勝 吉田 守 シ リ コ ニ ッ ト 社 長 50 50 100 22．8 77．2
3．グランドシニア
優 勝 小川 紀夫 マ ス セ イ 監査役 54 53 107 28．8 78．2

スタート前の集合写真

石井会長から優勝杯を授与される
藤電設 須田隆文社長

準優勝賞品を授与される
大川ホールディングス 中野和典取締役 初参加の富士通川尻崇部長 初参加の大熊製作所森雅雄取締役

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン・

セ
ミ
ナ
ー

〜
企
業
経
営
者
と

生
徒
・
保
護
者
・
教
員
に

よ
る
四
者
面
談
会
開
催
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青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
三
県
合
同
例
会（
埼
玉
主
催
）

『
赤
城
乳
業
㈱
視
察
会
』
同
社
代
表
取
締
役
社
長

井
上
創
太
氏
ご
講
演
・
工
場
見
学
・
懇
親
会

開
催

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子

株
式
会
社

代
表
取
締
役

社
長

▽
松
本

伸
一
郎

株
式
会

社
松
本
商
会

代
表
取
締

役
社
長

▽
根
岸

節
子

社
会
福
祉

法
人
隼
人
会
ま
き
ば
園

理
事
長

▽
石
井

進

Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式

会
社

代
表
取
締
役
会
長

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
経

営
者
協
会

会
長

▽
廣
澤

健
一

一
般
社
団

法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

専
務
理
事

一
二
月
一
六
日
㈪
、
青
年
経
営
者
部

会

一
二
月
例
会
を
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン

ズ
ホ
テ
ル
浦
和
で
開
催
し
、
二
四
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
埼
玉
県
経
営
者
協

会
会
長
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）
石
井
進
氏
の
講
演
会
と
若
手
経
営

者
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
講
演
会

で
は
、「
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
企
業

の
危
機
管
理
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

〇
危
機
管
理
の
基
本

・
事
前
準
備
↓
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
こ
れ
か
ら
起
き
る
可
能
性
の
あ
る
危

機
へ
の
能
動
的
か
つ
予
測
型
の
施
策

策
定
）

・
事
後
対
応
↓
危
機
管
理
（
す
で
に
発

生
し
て
し
ま
っ
た
災
害
や
事
故
の
自

害
を
最
小
化
す
る
・
二
次
災
害
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
管
理
）

〇
実
現
に
向
け
て
大
切
な
こ
と

・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
意
識
の
払
拭

・
必
要
性
の
認
識
の
醸
成

〇
実
現
に
向
け
て
自
社
で
で
き
る
こ
と

・
事
業
継
続
計
画
が
策
定
で
き
て
い
な

く
て
も
、
経
営
者
・
社
員
の
心
に
有

事
で
の
行
動
が
イ
メ
ー
ジ
出
来
て
い

れ
ば
、
危
機
管
理
は
機
能
す
る
。

・
危
機
管
理
の
基
本
と
し
て
、
最
後
は

一
人
一
人
の「
決
断
と
行
動
」が
大
切
。

◇
若
手
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会

講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
危
機
管
理
」

に
関
し
て
、ま
た
、石
井
会
長
よ
り
ご
提

示
い
た
だ
い
た
、こ
れ
ま
で
の
ご
経
験

に
基
づ
い
た「
失
敗
に
学
ぶ
九
ヶ
条
」等

に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◇
忘
年
例
会

石
井
会
長
、
経
営
者
協
会
廣
澤
専
務

理
事
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
ま
た
、

特
別
会
員
の
方
に
も
大
勢
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
て
、
忘
年
例
会
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
皆
様
の
近
況
報
告
も
い
た

だ
き
、
活
発
な
情
報
交
換
や
交
流
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
一
八
日
㈫
、
青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
三
県
合
同
例
会
を
埼

玉
主
催
で
赤
城
乳
業
㈱
で
開
催
し
、
三

五
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

赤
城
乳
業
㈱
は
、「
異
端
で
あ
る
こ

と
」「
遊
び
心
が
あ
る
こ
と
」
を
何
よ

り
も
重
視
し
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
、

埼
玉
県
の
北
端
に
拠
点
を
も
つ
「
ユ
ニ

ー
ク
な
地
方
企
業
」
で
す
。

最
高
レ
ベル
の
品
質
保
証
、独
創
的
な

商
品
開
発
、そ
し
て
販
売
店
の
課
題
を
解

決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
営
業
で
、ア
イ
ス

の
可
能
性
を
切
り
開
く
ア
イ
ス
ド
リ
ー
ム

メ
ー
カ
ー
と
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
、「
ガ
リ
ガ
リ
君
成
長
の

軌
跡
と
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
」
と
題
し
て
、

赤
城
乳
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
井
上
創

太
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
上
氏
の
講
演
は
大
変
貴
重
な
機
会
と

い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講

し
、
講
演
後
に
は
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

〇
ガ
リ
ガ
リ
君
成
長
の
背
景

・「
わ
ざ
と
ら
し
く
な
い
小
ネ
タ
の
積

み
重
ね
」
を
長
年
に
亘
り
ぶ
れ
ず
に

重
ね
た
こ
と
が
大
き
い
。

〇
商
品
開
発
に
つ
い
て

・
商
品
開
発
の
秘
訣
は
、「
普
段
の
生
活

導
線
の
中
で
考
え
る
」「
お
金
を
か
け

ず
に
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
出
す
」

「
色
々
な
場
所
に
出
て
人
に
会
う
」

「
人
の
紹
介
に
よ
っ
て
ネ
タ
が
拡
大

さ
れ
る
」「
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が

ら
進
め
る
」
こ
と
。

・
新
商
品
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
自
社

の
商
品
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
も
大

切
。
細
々
と
長
く
売
り
続
け
て
い
る

商
品
（
歴
史
が
あ
る
も
の
）
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
る
。

◇
本
庄
千
本
さ
く
ら「
5
Ｓ
」工
場
見
学

当
工
場
は
、
年
間
販
売
数
四
億
本
を

超
え
る
、
日
本
で
一
番
売
れ
て
い
る
ア

イ
ス
「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
を
は
じ
め
、
赤

城
乳
業
の
主
力
商
品
を
生
産
し
て
お
り
、

日
本
の
ア
イ
ス
生
産
量
の
約
一
〇
％
を

製
造
で
き
る
能
力
を
持
つ
日
本
最
大
規

模
の
ア
イ
ス
生
産
工
場
で
す
。
社
長
を

委
員
長
と
し
た
「
5
Ｓ
」
委
員
会
の
下
、

「
5
Ｓ
」徹
底
の
た
め
の
活
動
を
日
々
行

い
、
ま
た
製
薬
会
社
レ
ベ
ル
に
近
い
衛

生
管
理
を
は
じ
め
、
品
質
管
理
や
環
境

対
策
に
最
新
の
設
備
や
シ
ス
テ
ム
を
導

入
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

井
上
氏
も
ご
同
席
い
た
だ
き
、
三
県

合
同
例
会
を
行
い
ま
し
た
。
近
県
の
若

手
経
営
者
同
士
の
活
発
な
交
流
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

講演する石井進会長

青
年
経
営
者
部
会

一
二
月
例
会

『
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長

石
井
進
氏

講
演
会
・

若
手
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会
』・
忘
年
例
会

開
催

松本伸一郎氏
㈱松本商会 代表取締役社長

廣澤健一氏
一般社団法人埼玉県
経営者協会 専務理事

講演する井上創太氏

中込秀明氏
富士電子㈱ 代表取締役社長

石塚巧氏
キヤノン電子㈱ 専務取締役

石井進氏
AGS㈱ 代表取締役会長 一般
社団法人埼玉県経営者協会 会長

根岸節子氏
社会福祉法人隼人
会まきば園 理事長
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多
様
な
働
き
方
実
践
企
業

認
定
基

準
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

令
和
2
年
度
前
期
技
能
検

定
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

彩
の
国
卓
越
技
能
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
を
御
活
用
く
だ
さ
い

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
技
能

講
習
の
お
知
ら
せ

子
育
て
・
介
護
・
病
気
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

県
で
は
、
従
業
員
の

仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
し
、
男
女
が
共

に
い
き
い
き
と
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
企
業
を
認
定
し
て
お
り
、
平
成

24
年
度
開
始
か
ら
の
認
定
企
業
数
は
3
�

0
0
0
社
を
超
え
ま
し
た
。

平
成
31
年
4
月
に
働
き
方
改
革
関
連
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和
2
年

4
月
よ
り
認
定
基
準
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。
働
き
方
改
革
に
関
す
る
取
組
な
ど

を
基
準
に
加
え
、
現
在
6
つ
の
認
定
基
準

を
9
つ
に
変
更
し
ま
す
。

新
し
い
基
準
と
し
て
、

・
男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
の
取
得

・
残
業
時
間
の
削
減
率
や
有
給
休
暇
の
取

得
率

・
離
職
率

な
ど
を
追
加
し
、
男
女
を
問
わ
ず
働
き
方

改
革
に
取
り
組
む
企
業
を
認
定
す
る
制
度

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
是
非
こ
の

機
会
に
「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
認

定
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？

認
定
を
取
得
す
る
と
、
誰
も
が
働
き
や

す
い
会
社
と
し
て
求
人
面
で
の
Ｐ
Ｒ
が
で

き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/wom
enom

ics/diversity/index.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
3
）

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人
の

技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
企

業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の
向
上

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
建
築
大
工
や
機
械
検
査

な
ど
約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受
検

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所
で
配

布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

�
試
験
日
程

令
和
2
年
6
月
〜
令
和
2

年
9
月
（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。）

�
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県

浦
和
合
同
庁
舎
5
階
）
他

�
受
検
申
請
方
法

4
月
6
日
㈪
〜
17
日

㈮
に
受
検
申
請
書
を
同
協
会
へ
提
出

�
受
検
手
数
料
（
各
等
級
・
職
種
共
通
）

学
科
試
験
の
み
�

3
�1
0
0
円

実
技
試
験
の
み
�
1
8
�2
0
0
円

実
技
と
学
科
�
2
1
�3
0
0
円

※
実
技
試
験
の
手
数
料
を
、
令
和
元
年
度

後
期
試
験
か
ら
改
定
し
て
い
ま
す
。

※
本
年
4
月
1
日
現
在
35
歳
未
満
の
2
級

又
は
3
級
実
技
試
験
受
検
者
は
、
受
検

手
数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
・
実
施
職
種
に
つ
い
て

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http
://w

w
w.saitam

a-vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

県
で
は
次
代
の
担
い
手
と
な
る
若
年
技

能
者
の
育
成
支
援
の
た
め
、
現
代
の
名
工

（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）受
賞
者
を
事
業
所

な
ど
に
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
一
つ
の
道
を
極
め
た
方
の
体
験
談
を
聞

き
た
い

・
も
の
づ
く
り
の
コ
ツ
な
ど
の
話
を
聞
き

た
い

・
技
能
競
技
大
会
出
場
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
が
ほ
し
い

・
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
に
教
え
に
来
て

ほ
し
い

な
ど

実
施
内
容
は
講
話
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
技
術
指
導
等
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。
材
料
を
必
要

と
す
る
指
導
等
を
御
希
望
の
際
は
、
材
料

費
等
を
御
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

ま
ず
は
御
相
談
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
社

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
教
育
、
各
種
検
定
受
検
対
策
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
さ
ら
な
る
技
能
向
上
な

ど
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
分
野

旋
盤
な
ど
の
機
械
加
工
、

溶
接
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護

ス
キ
ル
、
業
務
改
善
な
ど
様
々
な
分
野

の
講
習
が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

�
定
員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講
習

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

�
実
施
場
所

県
立
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
企
業
等
へ
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜
30

時
間
（
年
間
20
日
間
ま
で
）

企
業
の
要
望
に
応
じ
た
実
施
日
や
時
間

の
設
定
が
可
能
で
す
。

�
受
講
料

1
人
当
た
り
2
�0
0
0
円

〜
（
講
習
時
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
負
担
。
ま
た
、
企

業
等
で
講
習
を
実
施
す
る
場
合
は
、
機

材
・
材
料
な
ど
を
御
用
意
い
た
だ
き
ま

す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
県
内
の
企
業
で
働
く
社
員
の

皆
様
が
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
悩
ん
だ
時
、

離
職
せ
ず
に
仕
事
を
継
続
し
て
い
く
た
め

の
支
援
を
す
る
企
業
の
取
組
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
つ
相
談

員
が
埼
玉
県
内
の
企
業
に
出
向
き
、
職
場

環
境
を
整
備
す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

社
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
、
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
御
相
談
を
受
け
付
け
、
法
令
上

の
支
援
制
度
や
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

窓
口
な
ど
、
様
々
な
御
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

【
両
立
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
】

�
対
象

埼
玉
県
内
に
事
業
所
が
あ
る

企
業
及
び
そ
の
社
員

�
費
用

無
料

�
派
遣
日
時

毎
週
火
曜
日

10
時
〜
16

時
（
※
曜
日
・
時
間
は
応
相
談
）

【
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
相
談
窓
口
】

�
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
4
8
―
8
3
0
―

4
5
1
5

�
受
付
日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

9
時
〜
16
時
30
分

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
24
時
間
、
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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4400（（55％％））3311（（44％％）） 88

1199（（33％％））

1122（（22％％））11

2244（（33％％））2255（（33％％））

3322（（44％％））

44（（33％％）） 2266（（44％％）） 1133

1144

99

1133（（22％％））

22（（00．．22％％））

00．．99

11．．33

00．．44

11．．8800．．77

働き方改革推進状況アンケート結果 令和2年2月 埼玉県公労使会議

⑴働き方改革関連法についての対応状況 ⑵働き方改革の取組を推進する上での課題
⑶働き方改革を推進するために効果的と考える取組 ⑷働き方改革推進期間取組状況
埼玉県内企業 10人以上499人以下規模 2，323社に対して郵送でアンケートを実施した。
回答企業728社（回答率31．3％）

令和元年10月

主な項目

対象及び方法

実施時期

アンケートの概要

アンケート結果

働き方改革関連法についての対応状況
・労働基準法関係については関連法への対応が進んだが、同一労働同一賃金については、施行直前であるため、
対応中の企業が多い。

長時間労働の要因⑴

時間外労働の上限規制への対応

一定日数の年次有給休暇の確実な取得

労働時間の状況を省令で定める方法により把握
（労働安全衛生法関係）

フレックスタイム制の見直し（必要に応じて）

高度プロフェッショナル制度への対応

勤務間インターバル制度の導入（努力義務）

産業医、産業保健機能の強化（50人以上の企業）

同一労働同一賃金等、非正規雇用労働者の
公正な待遇の確保

750700650600550500450400350300250200150100500

おおむね対応済み 対応中 対応の準備中 未対応 その他（対象者なし等） 無回答

（社）

5500（（77％％））118866（（2266％％））441133（（5577％％））

118822（（2255％％））551122（（7700％％））

11336677（（99％％））119922（（2266％％））441199（（5588％％））

1100449977（（6688％％））6666（（99％％））4488（（77％％））8822（（1111％％））

556600（（7777％％））7788（（1111％％））

337788（（5522％％））7777（（1111％％））110088（（1155％％））8800（（1111％％））7711（（1100％％））

3344222266（（3311％％））3366（（55％％））5500（（77％％））7788（（1111％％））330044（（4422％％））

7733（（1100％％））7755（（1100％％））110033（（1155％％））225555（（3355％％））221133（（3300％％））

当てはまる どちらともいえない 当てはまらない その他 無回答

人手不足・業務過多

取引先との関係

生産性が低いため

男性中心の職場意識

長時間労働を当たり前だとする
企業風土

幹部・上司の理解不足

1009080706050403020100

1155．．882288．．445533．．33

22．．9922．．774499．．002211．．882233．．66

22．．9922．．004477．．333366．．771111．．11

33．．116611．．772233．．661100．．77

22．．776600．．333311．．3355．．33

22．．775544．．003311．．881100．．22

（％）

―22―



①①

②②
③③

101～300人
50%

11～50人
28%

51～100人
9%

301人以上
9%

不明
4%

10人以下
0%

製造業
24%

建設業
22%

運輸業、郵便業
15%

その他サー
ビス業
10%

卸売、小売業
8%

医療・福祉
4%

情報通信業
4%

電気・ガス・熱
供給・水道業

3%

該当なし
4%

教育、学習支援業
3%

飲食業、宿泊業
2% 無回答

1%

〈取引先との関係が長時間労働の原因に当てはまるとする企業106社の内訳〉
・業種の内訳は、「製造業」、「建設業」、「運輸業、郵便業」の順に多い。
ただし、上位3業種が取引先との関係を挙げた割合は、建設業34．2％、運輸業・郵便業29．8％、製造業18．9％
の順に多くなっている。

・規模別にみると、101～300人規模が半数を占めていたが、各企業規模に占める割合では、規模間の差の傾向は
見られなかった。

働き方改革の取組を推進する上での課題
①人手不足の影響が最も大きな課題となっている。
②取組そのものに苦労しているという回答が昨年度に引き続き多い。
③生産性の向上、男性社員の仕事と子育ての両立、同一労働同一賃金を課題ととらえる企業も一定数存在する。

そ
の
他

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
等
）

防
止
対
策
の
取
組
み
が
難
し
い

相
談
先
が
わ
か
り
に
く
い

経
営
ト
ッ
プ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い

何
か
ら
取
り
か
か
っ
た
ら
よ
い
か
整
理
で
き

て
い
な
い

年
次
有
給
休
暇
取
得
に
関
す
る
法
改
正
の
対

応
が
難
し
い

賃
金
制
度
の
見
直
し
が
経
営
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
見
通
し
が
た
た
な
い
。

労
働
時
間
の
上
限
規
制
へ
の
対
応
が
難
し
い

取
引
先
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
難
し
い

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
対
応
で
き
て
い
な
い

男
性
社
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
（
育
休

取
得
等
）
に
つ
い
て
、
取
組
が
難
し
い
。

生
産
性
を
上
げ
る
方
法
が
知
り
た
い

従
業
員
へ
の
取
り
組
み
の
意
義
や
法
律
に
つ

い
て
の
周
知
や
理
解
が
進
ま
な
い

他
社
の
事
例
が
知
り
た
い

検
討
す
る
た
め
の
社
内
体
制
整
備
や
担
当
者

の
時
間
確
保
が
難
し
い

社
員
を
採
用
し
た
い
が
応
募
が
少
な
い

人
手
不
足
で
あ
る

（社） 複数回答
450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

3366223322553366
554455556677

990099889999
111177112233

116622
118822

220077

335544
339933

回答企業のうち、取引先との関係を
挙げた企業割合

0.0％

16.0％

10.0％

16.6％

12.5％

10人以下

11～50人

51～100人

101～300人

301人以上

○業種別内訳 ○規模別内訳

長時間労働の要因⑵
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一
月
一
五
日
〜
三
月
二
七
日

◆
一
・
一
五

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
デ
ザ
イ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ
3
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
・
二
一

い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
会
計
セ

ミ
ナ
ー
【
財
務
諸
表
の
読
み
解
き
方
】（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
八

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
八

第
一
六
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

◆
一
・
三
〇

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
㈱

ア
ル
ビ
オ
ン
）

◆
二
・
四

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

表
彰
式
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

◆
二
・
五

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
県
立

入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支
援
学
校
）

◆
二
・
一
〇

春
季
南
部
地
区
協
議
会
（
川

口
リ
リ
ア
）

◆
二
・
一
二

春
季
西
部
地
区
協
議
会
（
ウ

ェ
ス
タ
川
越
）

◆
二
・
一
七

春
季
中
部
地
区
協
議
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
一
八

春
季
北
部
地
区
協
議
会
（
マ

ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷
）

◆
二
・
二
一

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
七

第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
一

理
事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
）

告

知

版

★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
二
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇
二

内
容

講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
関
連
法
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
六
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

今
般
発
表
の「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
指
針
」

を
踏
ま
え
た
実
務
対
策
を
解
説

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
パ
ー

ト
ナ
ー
弁
護
士

塚
越
賢
一
郎
氏

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
一
六
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時

内
容

議
案
・
講
演
会
・
懇
親
会

講
師

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
館
長
・

教
授

秋
元
雄
史
氏

★
令
和
二
年
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策

説
明
会

日
時

四
月
二
〇
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明

★
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時

五
月
二
〇
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
規
制
と

時
間
外
労
働
・
三
六
協
定
の
規
制
、

休
日
、
休
暇

講
師

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士

外

井
浩
志
氏

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
二
五
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

古
典
に
学
び
、
人
生
と
企
業
経
営
を

よ
り
豊
か
に
〜
深
い
教
養
に
支
え
ら

れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
よ
い
会

社
、
よ
い
人
生
、
よ
い
社
会
を
！
〜

講
師

埼
玉
大
学
名
誉
教
授

渋
谷
治
美
氏

元
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役
副
社
長

雨
宮
寛
氏

（
一
社
）日
本
ア
ス
ペ
ン
研
究
所

★
労
働
法
実
務
講
座
第
二
講

日
時

五
月
二
七
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
実
務
、

派
遣
労
働
の
基
礎
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ

講
師

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士

外

井
浩
志
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
三
講

日
時

六
月
三
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

退
職
・
休
職
・
解
雇
・
定
年
、
懲
戒

処
分
労
働
条
件
の
決
定
と
就
業
規
則
、

不
利
益
変
更

講
師

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士

外

井
浩
志
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
四
講

日
時

六
月
一
〇
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、有
期
労
働
者
、同

一
労
働
同
一
賃
金
と
は
、
賃
金
規
制

講
師

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士

外

井
浩
志
氏

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
https : //www.saitamakeikyo.or.jp/

働き方改革を推進するために効果的と考える取組
・先進事例の情報や、助成金制度の周知を求める意見が多い。

1 働き方改革関連法への対応状況
・労働基準法関係の改正については、おおむね対
応がなされている。

・同一労働同一賃金については準備中が多い。
・「働き方改革推進期間」に取り組みを行った企
業には一定の効果が上がっている。

2 働き方改革の取組促進にあたっての課題
・人手不足、社員を採用したいが応募が少ない。

・他社の取組み事例等が求められている。
・生産性向上、男性の仕事と家庭の両立支援、同
一労働同一賃金も課題。

3 働き方改革の取組促進に当たり、効果的と考える
取組
・先進事例の情報提供
・助成金制度の周知、労務管理についての相談の
充実

アンケート結果のまとめ

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
一
五
号

2
0
2
0
年
3
月
25
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

廣
澤
健
一

編
集
人

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

事
業
だ
よ
り

そ
の
他

埼
玉
県
公
労
使
会
議
に

よ
る
「
埼
玉
働
き
方
改

革
宣
言
」

経
営
相
談
の
充
実

相
談
窓
口
の
周
知

県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
内
各
地
で
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催

労
務
管
理
に
つ
い
て
の
相
談

の
充
実

助
成
金
制
度
の
周
知

先
進
事
例
の
情
報
提
供

（社） 複数回答
60

50

40

30

20

10

0

対策を3つまで選択する設問に対して、各項目を選んだ企業の割合

（注）平成30年度は160社より複数回答

9
5

21

8

18

11

1717

28

21

3130

46

32

39

34

48

39
令和元年度 （参考）平成30年度

この印刷物は再生紙を使用しています
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